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一
大
和
・
国
成
寺
栄
弘
と
増
上
寺
高
麗
版
一

堀

池

春

峰

…
て
甲
繕
論
難
製
細
越
嵌
講
鍵
調
鰭
饗
礪
無
恥
欝
駕
籠
議
繍
筆
戦

∵
有
害
盤
の
・
の
で
萱
呆
の
使
節
に
引
田
物
乞
て
罵
す
ゑ
護
治
の
基
本
方
針
窒
致
し
、
大
姦
し
て
の
欝
を
示
す
・
の
で
あ
∴

鰹
罫
嫉
罐
脚
韻
饗
紅
藻
㌍
纈
鶴
舞
篇
驕
融
欝
盟
飛
越
数
舗
灘
耀
欲
夢
鱗
瀧
働
甥
綾
墜

論
饗
題
。
の
大
蔵
経
は
掌
に
も
現
在
東
｛
尽
．
増
上
寺
に
秘
蔵
。
れ
て
㌢
勾
も
の
雫
交
明
年
輩
に
於
サ
⇔
将
来
さ
れ
π
本
夕
の
経
歴
を
．
ホ
す
…

序

言

　
一
五
世
紀
に
於
け
る
日
鮮
交
渉
と
高
麗
版
蔵
経
輸
入
に
関
す
る
研

究
は
、
既
に
先
学
に
よ
っ
て
多
く
の
研
究
成
果
が
も
の
さ
れ
、
高
麗

版
（
以
下
露
胎
と
難
平
）
蔵
経
が
我
国
の
対
鮮
貿
易
史
上
に
重
要
な
比

重
を
占
め
て
い
た
事
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
又
現
に
李
朝
実
録
等
に
よ

っ
て
て
も
明
白
に
窺
う
事
が
串
来
る
。
応
永
年
聞
の
み
に
於
て
も
麗

版
大
蔵
経
を
李
朝
に
要
請
し
た
例
は
実
に
二
〇
圃
に
も
及
び
、
そ
の

・
中
圃
賜
せ
ら
れ
た
も
の
が
八
部
に
も
及
ん
で
い
る
（
『
歴
史
地
理
』
胸
腺

ノ
ニ
・
竹
内
理
三
氏
「
中
世
寺
院
と
外
国
貿
易
」
）
。
又
正
長
元
年
（
一
四
二

八
）
か
ら
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
に
至
る
一
六
年
間
に
大
般
若
経
の

求
請
が
九
例
で
團
賜
さ
れ
た
も
の
が
五
部
、
大
蔵
経
は
四
例
で
回
賜
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せ
ら
れ
た
も
の
が
中
国
版
を
合
せ
て
一
二
部
に
及
ん
で
い
る
（
田
中
健

夫
氏
著
『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
』
八
一
頁
参
照
）
。
以
後
に
撃
て
も
我

国
使
や
豪
族
に
よ
っ
て
求
請
せ
ら
れ
た
大
蔵
経
は
多
数
に
の
ぼ
る
の

で
あ
る
が
、
世
宗
七
年
正
月
（
応
永
三
二
年
、
一
四
二
五
）
に
は
我
圏

の
こ
の
様
な
求
請
の
傾
向
を
察
し
て
、
朝
鮮
国
内
の
寺
友
で
所
蔵
し

て
い
る
経
典
・
板
木
等
の
員
数
を
登
録
し
て
、
そ
の
要
請
に
対
処
せ

ん
と
し
て
い
る
し
（
世
宗
実
録
二
八
）
、
世
祖
三
年
（
長
録
二
年
、
一
四

五
八
）
に
は
海
印
寺
に
於
て
大
蔵
経
五
〇
部
を
印
版
し
て
、
単
眼
の

名
刹
に
安
置
し
て
い
る
（
世
祖
実
録
八
）
。
　
か
か
る
傾
向
は
我
国
の
高

麗
版
蔵
経
に
対
す
る
要
求
の
程
度
と
、
麗
版
が
当
時
日
鮮
貿
易
の
重

要
な
目
的
の
一
つ
で
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
翻

っ
て
我
国
に
現
存
す
る
遊
興
大
蔵
経
は
、
慶
長
四
年
三
月
石
田
三
成

に
よ
っ
て
商
野
山
に
施
入
せ
ら
れ
た
六
、
○
二
七
帖
に
及
ぶ
も
の
や
、

京
都
・
南
禅
寺
一
切
経
の
一
部
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
等
は
曾

て
田
山
方
南
氏
を
主
査
と
す
る
調
査
に
よ
っ
て
、
そ
の
全
貌
が
明
か

に
さ
れ
、
現
に
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
私
も
調
査
の
一
席
を
け

が
し
た
事
が
あ
っ
た
。

　
特
に
こ
の
麗
版
大
蔵
経
は
一
一
世
紀
の
聖
天
の
開
版
以
来
、
そ
の

学
問
的
宗
教
的
な
価
値
が
宋
版
と
比
肩
し
て
重
要
視
さ
れ
、
一
衣
帯

水
の
朝
鮮
に
麗
版
を
求
請
す
る
傾
向
が
著
し
く
な
っ
た
事
も
、
室
町

蒔
代
に
於
け
る
鮭
寺
の
記
録
と
再
興
に
と
も
な
っ
て
生
起
し
た
現
象

の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
然
し
宋
版
に
し
ろ
麗
筆
に
し
て
も
、
我
圏
に
現

存
す
る
蔵
版
の
全
て
は
、
そ
の
輸
入
伝
来
の
由
緒
が
詳
か
で
な
い
と

い
っ
て
過
｝
蕎
で
は
な
い
。
史
書
に
明
記
せ
ら
れ
て
い
る
竜
の
で
も
、

そ
れ
は
既
に
焼
亡
散
失
し
て
い
る
と
か
、
現
存
し
て
い
て
も
、
何
時

輸
入
せ
ら
れ
た
電
の
か
明
確
を
欠
く
実
情
で
あ
る
。

　
さ
て
旧
夏
、
奈
良
県
文
化
財
保
存
課
の
委
嘱
を
受
け
て
、
奈
良
市

忍
辱
山
町
（
順
添
上
郡
大
梛
生
子
心
屡
山
）
の
鷹
刹
円
成
寺
解
体
修
理

に
と
も
な
う
落
書
の
調
査
を
行
っ
た
処
、
明
応
・
永
正
・
慶
長
・
元

和
等
に
及
ぶ
下
し
い
落
書
と
共
に
、
既
に
大
野
本
史
料
に
収
録
せ
ら

れ
て
い
る
「
大
蔵
請
来
二
合
船
残
録
」
と
仮
題
せ
ら
れ
た
文
明
二
二

年
の
麗
版
輸
入
に
関
す
る
渡
航
日
記
の
散
用
状
の
断
簡
の
存
在
を
確

認
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
円
成
寺
麗
版
蔵
経
が
現
在
東
京
の
増
上
寺

に
あ
る
一
切
経
六
千
余
巻
で
あ
る
事
は
、
増
上
寺
側
の
史
料
で
あ
る

文
政
二
年
五
月
（
一
八
一
九
）
の
三
韮
山
志
に
も
、
　
つ
と
に
明
記
す

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
部
の
識
者
に
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が

何
時
輸
入
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
、
又
如
何
な
る
人
に
よ
り
行
わ

れ
た
か
は
詳
か
に
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
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幸
に
竜
こ
の
二
合
船
残
録
と
名
付
け
た
散
用
状
断
簡
、
落
書
や
円

成
寺
所
蔵
文
書
、
更
に
門
成
寺
と
殊
に
中
世
以
降
密
接
な
関
係
を
保

持
し
て
来
た
狭
川
家
系
図
、
或
は
成
宗
実
録
・
続
善
隣
国
宝
記
等
に

よ
っ
て
増
上
寺
に
現
存
す
る
麗
版
一
切
経
輸
入
の
経
過
を
明
か
に
し

得
る
に
至
っ
た
。

　
本
稿
に
於
い
て
は
こ
れ
等
の
資
料
を
紹
介
し
つ
つ
、
応
仁
以
後
文

明
年
間
に
お
け
る
臼
鮮
貿
易
に
占
め
た
瓦
版
輸
入
の
実
情
を
再
考
し
、

円
成
寺
の
麗
版
輸
入
の
経
過
と
、
更
に
そ
れ
が
東
武
・
増
上
寺
へ
の

移
動
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
・
た
い
と
思
う
。

二
　
成
宗
朝
に
焚
け
る
通
交
貿
易
者

　
元
来
朝
鮮
と
我
圏
と
の
交
渉
は
、
朝
鮮
の
地
理
的
文
化
的
関
係
上
、

大
陸
中
国
と
の
中
縫
的
な
性
格
を
も
つ
て
い
た
し
、
貿
易
に
於
い
て

も
中
国
に
比
べ
て
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
た
事
は
古
来
よ
り
我
国

の
伝
統
的
な
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
は
申
す
迄
も
な
か
ろ
う
。

　
李
朝
朝
鮮
と
の
交
渉
に
お
い
て
大
蔵
経
が
我
国
に
将
来
輸
入
せ
ら

れ
た
嚇
矢
は
、
何
ん
と
い
っ
て
も
太
祖
四
年
七
月
（
応
永
二
、
；
一
九

五
）
に
九
州
探
題
今
川
了
俊
が
朝
鮮
の
使
節
を
回
送
し
て
い
っ
た
時

に
、
大
蔵
経
に
対
す
る
謝
礼
を
述
べ
て
い
る
点
を
み
る
と
（
太
祖
実

録
八
）
、
　
太
祖
の
使
節
金
螢
善
等
が
修
交
の
引
出
物
と
し
て
今
川
氏

に
大
蔵
経
一
蔵
を
贈
っ
た
史
実
が
最
も
古
い
例
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な

殉
・
更
に
遣
翼
翼
よ
う
辱
院
議
の
為
の
貿
易
軽
し
て
蕩

に
史
書
に
あ
ら
わ
れ
た
の
は
、
足
利
幕
府
が
建
仁
寺
修
営
の
た
め
に

派
遣
し
た
建
仁
寺
勧
進
船
で
あ
ろ
う
。
善
隣
国
宝
記
に
は
、
康
正
二

年
（
一
四
五
六
）
の
事
と
し
、
　
申
叔
舟
の
海
東
諸
国
紀
に
は
康
正
元

年
の
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
建
仁
寺
船
が
そ
の
最
初

で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
我
国
は
金
粧
屏
風
二
張
・
紅
漆
木
椀
・
繰
糸

扇
・
大
刀
・
提
子
等
を
贈
り
、
そ
の
返
礼
に
麗
版
大
蔵
経
・
綿
紬
等

を
は
じ
め
豹
皮
・
虎
皮
や
薬
材
と
共
に
銭
一
万
貫
の
寄
進
を
う
け
て

い
る
（
投
祖
実
録
七
、
世
祖
三
年
三
月
）
。
以
後
寺
院
勧
進
船
は
遣
明
般

派
遣
の
争
奪
等
に
比
べ
て
、
地
理
的
に
も
一
衣
帯
水
の
李
朝
朝
鮮
に

盛
ん
に
派
遣
せ
ら
れ
、
特
に
応
仁
の
乱
を
契
機
と
し
て
、
名
刹
霊
山

の
焼
亡
と
、
そ
れ
に
俘
う
内
典
の
焼
失
等
に
よ
っ
て
大
蔵
経
の
朝
鮮

へ
の
求
請
の
例
は
、
応
永
か
ら
嘉
吉
に
至
る
年
代
に
占
め
た
数
を
も

し
の
ぐ
程
で
あ
り
、
特
に
李
朝
成
宗
九
年
正
月
（
一
四
七
八
）
、
大
内

政
弘
が
朝
鮮
の
危
機
に
当
っ
て
は
軍
兵
一
万
を
派
遣
す
る
由
を
申
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

れ
て
、
特
産
の
綿
紬
一
万
匹
を
乞
う
た
時
の
李
臣
の
評
雷
に
よ
る
と
、

日
本
國
大
距
如
大
内
殿
着
癖
一
、
同
京
極
、
受
粉
山
、
日
出
名
、
臼
武
衛
、
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日
細
川
仮
使
人
々
、
皆
調
膳
為
辞
、
以
薄
物
貨
則
其
可
悉
三
池
。

と
喝
破
し
、
更
に
欝
本
国
王
の
答
書
に
は
国
王
が
、
諸
豪
族
に
対
し

て
は
礼
曹
等
が
そ
の
格
に
応
じ
て
解
答
す
る
事
を
助
言
し
て
い
る
が

（
成
宗
実
録
巻
八
八
）
、
こ
の
一
例
に
よ
っ
て
も
足
利
将
軍
を
始
め
と
す

る
諸
豪
族
が
、
屡
々
朝
鮮
に
使
者
を
派
遣
し
て
財
貨
を
求
め
た
事
が

明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
勿
論
か
か
る
我
国
の
諸
豪
族
の
使
節
に
対
し
て
、
李
朝
の
対
応
は

夫
肉
の
豪
族
の
地
位
・
勢
力
等
に
よ
っ
て
違
っ
て
い
た
事
は
当
然
で

あ
っ
た
。
動
的
に
示
す
も
の
と
し
て
、
成
宗
八
年
正
月
丁
丁
（
八
日
）

に
李
朝
が
臼
本
国
通
信
使
派
遣
の
事
鼠
を
定
め
た
が
、
そ
の
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
国
王
で
あ
る
足
利
将
軍
・
管
領
・
左
武
衛
（
斯
波
）
・

大
内
・
畠
山
・
京
極
・
山
名
・
大
友
・
小
謡
を
始
め
、
地
方
小
豪
族

と
竜
い
え
る
壱
岐
佐
志
・
松
浦
志
佐
・
対
馬
太
守
上
澄
の
一
二
氏
を

算
え
る
事
が
出
来
る
（
成
宗
実
録
巻
七
五
）
。
又
同
一
〇
年
正
月
に
も

日
本
国
通
信
使
の
派
遣
が
企
て
ら
れ
ん
と
し
た
時
、
修
交
の
対
∵
象
と

な
っ
た
竜
の
は
、
足
利
将
軍
（
国
王
）
・
大
内
・
左
武
衛
・
小
弐
・
壱

岐
佐
志
源
嚢
・
九
州
松
浦
志
佐
源
武
・
対
馬
太
守
宗
貞
国
の
柔
順
で

あ
り
，
こ
の
年
に
は
大
内
民
が
一
躍
将
軍
の
次
に
そ
の
名
を
つ
ら
ね
、

斯
波
・
畠
山
は
同
格
、
源
義
と
練
武
は
同
格
に
あ
っ
か
わ
れ
て
い
る

（
成
宗
実
録
巻
百
）
。
　
こ
の
史
実
は
戦
国
時
代
の
我
国
の
豪
族
の
興
亡

盛
衰
が
、
季
朝
に
よ
っ
て
明
確
に
把
握
さ
れ
て
い
た
事
を
証
す
る
も

の
で
あ
り
、
修
交
の
対
象
と
な
っ
た
豪
族
が
一
応
ナ
指
を
・
も
っ
て
数

え
ら
れ
て
い
た
事
実
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
既
に
成
宗
二

年
八
月
（
文
明
三
、
一
四
七
一
）
我
国
諸
州
の
使
客
人
の
熱
海
糧
を
三

等
に
改
正
し
、
対
馬
島
五
日
吃
一
岐
島
十
五
β
・
九
州
は
二
十
日
の

食
糧
を
給
与
し
た
の
で
あ
る
が
、
日
本
国
王
使
節
や
京
都
在
住
の
諸

大
臣
と
琉
球
国
使
等
は
九
州
日
数
の
如
く
二
〇
臼
分
を
給
与
し
（
成

宗
実
録
巻
二
）
、
又
九
月
に
は
使
節
の
上
京
人
数
の
入
員
を
改
正
し
て

い
る
。
こ
れ
等
の
諸
史
実
は
一
応
十
指
で
数
え
ら
九
た
国
王
・
大
官

や
守
護
大
名
の
使
節
は
、
他
の
地
方
豪
族
の
そ
れ
と
は
明
ら
か
に
区

別
し
て
待
遇
せ
ら
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
い
ま
琵
琶
実
録
の
中
か
ら
成
宗
二
五
年
の
在
位
中
に
あ
ら
わ
れ
て

い
る
日
嗣
交
渉
の
記
事
を
拾
っ
て
み
る
と
、
先
帝
世
祖
以
来
の
我
国

使
船
の
渡
航
が
ひ
き
続
き
保
持
せ
ら
れ
て
い
る
事
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
③

田
中
説
を
踏
襲
し
て
駆
使
の
地
域
を
分
っ
て
考
え
る
と
、
本
土
関
係

と
推
定
せ
ら
れ
る
通
交
者
は
、

日
本
国
建
玉
義
政
・
電
源
義
母
・
管
領
畠
山
左
京
大
夫
源
義
勝
・
畠
山
右
金

蕩
督
源
義
就
・
器
用
左
心
型
持
賢
・
左
武
衛
将
軍
斯
波
義
廉
・
京
極
源
生
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観
・
政
所
伊
勢
守
政
親
（
貞
親
）
・
山
名
小
弼
源
教
豊
・
京
城
奉
行
頭
飯
尾
肥

前
守
之
種
・
京
城
住
宗
晃
駿
河
病
源
信
忠
・
幸
町
居
住
四
川
（
州
）
伊
予
住

人
河
野
刑
部
大
輔
藤
原
教
通
・
摂
津
兵
庫
津
平
方
式
部
衛
忠
吉
・
同
源
忠

能
・
播
磨
日
向
太
守
盛
久
・
甲
斐
遠
尾
越
濃
四
州
大
守
源
政
盛
・
石
見
州
藤

原
周
布
・
同
桜
井
津
土
屋
賢
宗
・
左
近
将
監
和
兼
・
若
州
遠
敷
守
護
忠
常
・

備
後
州
支
津
代
宮
藤
原
光
吉
・
安
芸
州
小
早
川
美
作
守
持
寄
・
武
田
信
賢
・

同
海
賊
大
将
村
上
備
中
守
国
重
・
長
門
州
三
島
尉
貞
成
・
周
防
州
大
内
多
々

良
政
弘
、
・
同
山
口
居
住
大
内
進
亮
教
之
・
金
山
P
所
司
代
杉
河
罫
引
弘

安
・
西
海
路
防
長
二
州
守
護
代
官
陶
五
郎
弘
尚
・
本
城
源
一
・
赤
闘
関
太
守

忠
璽
・
同
関
鎮
守
藤
原
忠
秀
・
尾
州
太
守
源
・
由
陰
路
隠
岐
州
守
護
三
栄
熈

の
三
四
名
と
四
国
で
は
阿
波
州
鳴
渡
浦
大
将
軍
義
直
の
名
が
見
出
せ

る
。
九
州
地
方
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
地
理
的
原
因
と
、
応
永
立
憲
に

よ
る
一
時
的
な
対
馬
勢
力
の
没
落
に
よ
っ
て
生
起
し
た
状
態
が
な
お

織
承
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
肥
前
国
が
多
く
、

肥
前
州
太
守
享
徳
（
上
松
浦
神
田
能
登
守
源
徳
）
・
肥
前
州
下
松
浦
山
城
太
守

源
吉
・
左
衛
門
源
国
吉
・
下
松
浦
丹
後
太
守
源
盛
（
成
）
・
上
松
浦
久
野
能
登

守
頼
永
・
鴨
打
家
永
・
呼
子
一
岐
州
代
官
源
正
・
佐
志
源
次
郎
・
塩
津
留
観

音
寺
宗
殊
・
同
松
林
院
源
重
実
（
源
実
）
・
塩
津
留
助
次
郎
心
経
・
久
野
室
泉

寺
源
祐
位
・
松
浦
志
佐
一
岐
太
守
源
義
・
三
栗
太
守
源
満
・
肥
前
田
平
寓
鎮

弾
正
少
弼
弘
・
平
戸
寓
鎮
肥
州
太
守
源
茂
松
・
同
源
盤
久
・
小
城
千
葉
介
元

胤
（
源
胤
）

が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
そ
の
殆
ど
は
松
浦
党
の
一
族
と
推
定
せ
ら
れ
る

ほ
か
、
肥
前
国
に
属
す
る
壱
岐
・
六
島
等
の
諸
島
に
あ
っ
て
は
、

一
岐
州
代
宮
牧
山
十
郎
源
正
・
一
岐
州
守
護
代
官
真
弓
兵
部
少
輔
源
武
。
一

岐
州
三
道
妻
妻
室
・
浦
海
飯
田
出
羽
守
論
集
・
下
松
浦
五
島
宇
久
守
源
勝
．

五
島
鳴
島
主
源
繁
・
大
智
賀
島
主
兼
尾
州
太
守
源
幡
・
摩
多
羅
島
（
馬
渡
島
）

主
賊
船
大
将
軍
源
安
光
・
海
西
路
上
松
浦
一
弓
田
農
住
藤
七
三
甫
羅
母
理

被
・
上
松
浦
九
嘘
字
主
筑
後
守
義
永
・
同
源
次
郎
永
氏
・
波
多
島
源
納
・

護
軍
三
甫
羅

の
一
四
人
を
か
ぞ
え
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
肥
前
と
諸
島
及
び
壱
岐

関
係
の
貿
易
通
交
者
は
三
二
人
に
及
ぶ
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
外
九
州

諸
国
の
通
交
者
に
は
、

関
西
路
九
州
都
元
帥
源
教
直
・
同
源
政
教
・
太
宰
府
都
督
司
馬
少
卿
頼
忠
・

関
西
路
筑
豊
肥
三
州
捻
太
守
太
宰
府
都
督
司
馬
少
卿
藤
原
政
尚
・
太
宰
府
満

城
院
住
持
良
俊
・
小
蒲
殿
・
関
西
路
肥
後
州
守
菊
池
藤
原
為
幸
（
為
邦
）
・

肥
後
通
守
菊
池
重
朝
・
八
代
太
守
教
儒
・
豊
州
守
源
朝
臣
大
友
親
繁
・
同
大

友
八
郎
師
能
・
豊
後
日
田
郡
大
守
魍
光
・
胴
親
常
・
橘
氏
立
石
右
京
亮
圏

長
・
三
河
守
源
弘
安
・
筑
前
州
左
衛
門
源
国
吉
・
博
多
城
冷
泉
津
尉
田
原
藤

原
責
成
・
同
藤
原
信
重
（
平
左
衛
門
尉
信
重
）
・
藤
聖
母
・
宗
像
郡
留
守
氏

郷
・
薩
摩
州
田
向
守
藤
原
盛
久
・
伊
集
院
寓
鎮
寓
州
太
守
藤
原
熈
久
．
薩
州
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市
木
太
守
島
津
国
久
・
関
西
薩
摩
三
州
太
守
島
津
忠
国
・
薩
摩
州
島
津
藤
原

持
久
・
日
向
大
隅
薩
摩
三
州
守
護
代
官
忠
次
・
問
三
州
太
守
島
津
立
久
・
漸

時
獄
丁
島
主
賊
船
大
将
軍
藤
盛

の
二
八
氏
に
及
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
等
本
州
・
四
国
・
九
州
地
域
の
通
交
貿
易
人
に
対
し
て
、
日

鮮
貿
易
に
特
殊
な
位
…
直
を
占
め
て
い
た
の
は
勿
論
対
馬
で
あ
っ
た
。

応
永
二
六
年
（
一
四
一
九
）
六
月
の
太
宗
に
よ
る
己
亥
東
征
即
ち
応
永

外
湯
に
よ
り
対
馬
は
一
時
置
の
地
位
を
博
多
を
中
心
と
す
る
北
九
州

に
奪
わ
れ
た
が
、
嘉
吉
三
年
（
一
四
四
三
）
の
正
統
癸
亥
条
約
に
よ
っ

て
、
対
馬
の
地
位
は
再
確
認
せ
ら
れ
、
朝
鮮
の
天
空
と
し
て
五
〇
隻

の
心
遣
船
や
薄
野
米
豆
二
〇
〇
石
・
文
七
発
給
の
制
度
の
締
結
等
に

よ
つ
て
、
対
鮮
貿
易
上
の
地
位
は
不
動
の
も
の
に
な
っ
た
事
は
事
新

し
く
述
べ
る
迄
も
な
い
。
成
雪
景
に
対
馬
に
あ
っ
て
使
節
を
派
遣
し

た
老
は
、

対
馬
州
太
守
（
島
主
）
宗
貴
国
・
関
西
路
九
州
侍
所
宗
彦
八
郎
茂
世
・
筑
前

対
馬
二
州
守
護
代
官
宗
三
郎
茂
家
・
西
海
島
対
馬
州
凹
田
守
秦
盛
幸
・
対
馬

州
守
護
代
官
愚
ポ
助
六
成
一
瓢
・
卜
　
津
郡
追
捕
伯
過
録
寸
虐
バ
弾
制
目
（
続
）
・
ル
羅
須
郡
代

嘗
石
見
守
宗
国
吉
・
兵
部
少
輔
宗
茂
勝
・
越
中
守
宗
盛
弘
・
宗
四
郎
職
盛
・

繊
遵
守
宗
頁
秀
・
熊
大
繕
国
幸
・
宗
彦
七
貞
秀
・
宗
旨
国
・
醗
豆
爾
無
道
由

藤
阿
比
留
治
部
大
夫
茂
国
・
国
分
専
僧
住
持
崇
睦
・
同
新
住
持
僧
崇
統
・
虚

位
甲
信
濃
守
宗
盛
家
・
同
宗
四
郎
職
家
・
古
河
山
城
荘
家
次
・
倭
中
継
平
茂

続
・
同
平
国
忠
・
倭
司
正
吾
羅
仇
羅
（
五
郎
九
郎
力
）
・
呈
露
羅
沙
也
・
詞

文
国
助
・
倭
司
猛
可
文
・
同
直
次
郎
・
仇
郎
・
倭
護
軍
井
風
交
助
藤
原
職

家
・
同
右
四
郎
盛
数
・
同
宗
家
茂
・
岡
下
天
堂
山
宗
可
文
老
愁
戒
茂
久
・
同

早
田
彦
八
・
岡
中
尾
吾
郎
・
二
皮
古
仇
羅
（
彦
九
郎
力
）
・
同
皮
三
時
羅
・

倭
余
知
平
松
月
羅

貿易者地域別比較表

各朝個計

三千％

116　25．2

122　26．3

118　25．7

105　22．8

盤幽成宗
讐叢％懸％

奈轡太察1世宗

瓢％薯姦％

＼時

鱒、
35

32

28

37

26．5

24．3

21．2

28．0

64

39

40

31

36．8

22．4

23．0

ユ7．8

10

24

31

ユ0．8

25．8

33．3

　7

27

19

1ユβ

43．6

30．6

61卜13274
1
1

914・『28鋤

62 i　93

国
岐

　
　
　
州
馬

四
壱

甜
九
対

計

の
㎝
二
七
名
に
も
及
ん
で
い
る
。

島
主
宗
強
国
を
棟
梁
と
し
て
宗

氏
一
族
が
強
勢
を
誇
っ
て
い
た

事
は
、
成
宗
実
録
に
も
散
見
す

る
が
、
対
馬
が
日
鮮
交
通
の
要

路
と
し
て
歴
史
的
櫃
要
な
地
で

あ
っ
た
事
は
今
旨
に
於
い
て
も

変
ら
な
い
。
今
甚
だ
繁
雑
に
な

っ
た
が
、
三
二
交
渉
に
新
知
見

を
発
表
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
田
中

健
夫
氏
の
明
示
せ
ら
れ
た
太
祖

か
ら
世
宗
朝
に
及
ん
で
の
出
身

　
　
　
　
　
　
　
　
①

地
域
別
表
を
参
照
し
て
、
成
宗
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二
五
ケ
年
闘
の
地
域
区
分
表
を
示
す
と
右
表
の
如
き
竜
の
に
な
る
。

　
こ
の
地
域
別
比
較
表
は
単
に
貿
易
者
…
数
の
み
を
抽
出
し
た
屯
の
で
、

そ
の
個
々
の
貿
易
通
交
の
圓
数
を
欠
く
う
ら
み
が
あ
る
が
、
然
し
本

表
に
於
い
て
も
四
地
域
に
於
け
る
大
凡
の
貿
易
者
数
を
推
定
し
得
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
て
心
馳
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
成
宗
朝

に
於
け
る
四
地
域
の
通
交
者
数
は
、
前
時
代
の
夫
々
に
く
ら
べ
て
、

そ
の
数
に
於
い
て
余
り
に
大
き
な
懸
隔
が
認
め
ら
れ
な
い
事
で
あ
る
。

た
だ
海
東
諸
国
記
に
比
較
し
て
み
る
と
世
祖
を
中
心
と
す
る
時
代
よ

り
は
全
般
的
に
そ
の
差
異
を
指
摘
し
得
る
の
は
、
本
州
地
域
の
通
交

者
数
が
少
い
事
で
あ
る
が
、
初
期
の
太
祖
・
定
宗
・
太
宗
及
び
世
継

朝
に
比
較
す
る
時
、
成
宗
朝
の
そ
れ
は
五
倍
或
は
三
・
五
倍
、
％
に

し
て
二
二
二
倍
前
後
の
飛
躍
を
み
せ
て
い
る
事
で
あ
り
、
又
世
祖
朝

迄
、
そ
の
首
位
を
譲
っ
て
い
た
対
馬
が
、
他
の
地
域
を
圧
し
て
頭
角

を
あ
ら
わ
し
て
い
る
事
は
、
嘉
吉
条
約
の
締
結
に
よ
っ
て
対
馬
勢
力

が
漸
く
進
出
し
て
来
た
事
を
立
証
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
事
実
些
事

国
を
中
心
と
す
る
貿
易
通
交
者
の
回
数
は
、
他
の
諸
地
域
の
そ
れ
に

．
比
較
し
て
圧
倒
的
多
数
を
占
め
、
か
か
る
実
態
は
永
正
七
年
（
一
五

一
〇
）
の
三
浦
の
変
ま
で
織
愛
し
た
の
で
あ
る
。

　
本
州
の
貿
易
者
の
飛
躍
的
な
躍
進
は
、
寺
院
勧
進
等
の
遣
明
船
が

不
振
に
な
っ
た
応
仁
以
後
特
に
顕
著
に
み
ら
れ
る
現
象
で
あ
り
、
前

朝
よ
砂
国
王
足
利
民
や
守
護
大
名
等
に
よ
り
求
請
さ
れ
た
麗
版
大
蔵

経
輸
入
も
、
一
宗
朝
に
お
い
て
も
な
お
盛
行
を
み
た
事
は
必
然
的
傾

向
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
ら
ば
成
宗
朝
に
於
け
る
我
国
の
蔵

経
輪
入
の
実
態
は
い
か
が
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
て

私
は
一
応
我
国
と
李
朝
成
宗
時
代
の
対
仏
教
政
策
に
つ
い
て
考
え
て

み
る
必
要
が
あ
ろ
う
と
思
う
。

三
　
日
鮮
の
三
三
政
策

　
麗
版
大
蔵
経
輪
入
に
当
っ
て
先
づ
考
察
す
べ
き
問
題
は
両
国
の
仏

教
に
対
す
る
政
策
が
果
し
て
同
一
歩
調
を
と
っ
て
い
た
か
、
或
は
両

者
の
間
に
大
き
な
懸
隔
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
、
も
し
網
違
が
あ
れ
ば

そ
れ
が
我
国
の
臣
事
に
対
し
て
ど
の
様
な
影
響
を
与
え
た
か
。
即
ち

成
宗
朝
の
対
仏
教
政
策
が
我
国
の
大
蔵
経
輸
入
に
対
し
て
如
何
な
る

反
応
を
示
し
た
か
の
問
題
で
あ
る
。
換
書
す
れ
ば
成
宗
朝
に
於
け
る

麗
版
大
蔵
経
は
為
政
者
で
あ
る
成
宗
と
そ
れ
を
ピ
ー
ク
と
す
る
政
府

要
路
者
よ
り
ど
の
様
に
考
え
ら
れ
て
い
た
か
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事

情
を
考
察
す
る
に
当
っ
て
応
仁
以
後
の
両
者
の
仏
教
政
策
に
つ
い
て

一
応
考
え
て
み
る
事
に
し
た
い
。
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感
仁
元
年
（
一
四
六
七
）
五
月
、
細
川
・
山
名
両
氏
に
よ
つ
て
惹
起

さ
れ
た
応
仁
・
文
明
の
乱
は
、
文
明
九
年
一
一
月
の
一
一
ケ
年
に
及

ん
で
の
攻
防
が
京
都
を
中
心
に
展
開
せ
ら
れ
、
や
が
て
地
方
に
も
波

及
し
て
動
乱
の
社
会
を
現
出
し
た
事
は
衆
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の

内
乱
の
罪
状
は
応
仁
記
・
応
仁
略
記
・
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
等
に
よ

り
、
そ
の
一
班
を
窺
知
せ
し
め
る
。
権
門
勢
家
・
名
山
仏
閣
等
は
殆

ど
灰
燈
に
来
し
「
応
仁
ノ
一
変
ハ
仏
法
王
法
ト
モ
ニ
破
滅
シ
、
諸
宗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

皆
悉
ク
絶
ハ
テ
ヌ
」
と
慨
嘆
せ
し
め
た
。
幕
府
の
雄
編
に
あ
っ
た
古

代
的
勢
力
の
残
存
的
存
在
で
あ
っ
た
寺
社
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え

た
事
は
否
定
…
出
来
な
い
。
し
か
し
そ
の
反
面
、
戦
国
貴
族
で
あ
る
部

将
や
智
識
階
級
の
心
の
よ
り
処
と
し
て
仏
神
に
深
い
信
仰
を
有
つ
者

も
多
か
っ
た
事
は
、
一
条
兼
良
の
「
樵
談
治
要
」
に
竜
明
記
せ
ら
れ

て
い
る
。
特
に
照
仏
教
に
対
し
て
、
鎌
倉
時
代
以
降
拾
頭
し
た
浄

土
・
禅
の
「
凝
議
は
と
り
よ
り
所
の
た
や
す
き
に
や
侍
ら
ん
。
当
世

の
人
の
こ
の
二
門
に
心
ざ
さ
ざ
る
は
す
く
な
か
る
べ
し
」
と
指
摘
し
、

こ
の
二
宗
が
戦
国
の
人
心
を
深
く
と
ら
え
流
布
し
た
事
を
記
し
て
い

る
。
確
か
に
室
町
時
代
に
於
け
る
両
宗
の
隆
昌
は
め
ざ
ま
し
い
。
尋

遡
の
寺
社
雑
事
記
に
も
、

禁
裏
ニ
ハ
悉
以
念
仏
也
、
善
導
・
一
遍
等
影
笹
蟹
懸
之
。

と
宮
廷
の
宗
教
世
界
が
浄
土
宗
に
色
ど
ら
れ
て
い
る
事
を
述
べ
て
い

る
し
、
又
将
軍
家
に
於
い
て
は
、
尊
氏
と
夢
窓
国
師
、
義
詮
と
獣
庵
、

義
満
を
め
ぐ
る
義
堂
・
絶
海
、
晩
年
に
お
け
る
大
愚
・
厳
中
の
如
く
、

義
政
を
め
ぐ
る
禅
僧
も
そ
の
周
遍
に
多
か
っ
た
が
、
中
で
も
そ
の
最

た
る
潜
と
し
て
瑞
総
評
鳳
・
横
州
景
三
等
を
あ
げ
る
事
が
出
来
よ
う
。

足
利
将
軍
家
と
禅
宗
と
の
関
係
は
、
尊
氏
と
夢
窓
国
師
の
例
に
み
る

よ
う
に
幕
府
創
立
の
時
よ
り
母
岩
の
聞
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
わ
け

で
、
機
鋒
硝
峻
・
毅
活
自
在
の
禅
の
精
神
が
義
政
の
入
間
性
を
い
か

程
豊
か
に
し
た
か
は
疑
問
が
あ
る
に
ぜ
よ
、
彼
の
精
神
的
支
柱
と
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

つ
た
事
は
推
定
し
え
よ
う
。

　
し
か
し
義
政
の
信
仰
は
単
に
禅
宗
の
み
に
傾
翁
し
た
と
す
る
の
は

云
い
過
ぎ
で
、
｛
果
求
堂
（
慈
照
寺
）
や
東
山
々
荘
に
お
け
る
が
如
く
、

浄
土
宗
へ
の
深
い
関
心
竜
発
逃
し
得
な
い
し
、
又
東
寺
を
中
心
と
す

る
修
法
祈
願
を
通
し
て
東
密
と
の
関
係
、
醍
醐
三
宝
院
義
賢
・
東
寺

長
者
厳
選
等
は
所
謂
護
持
僧
と
し
て
義
政
の
身
辺
を
擁
護
し
、
南
都

仏
教
粛
団
と
の
関
係
も
寛
正
六
年
（
一
四
六
五
）
九
月
の
春
日
社
参
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
興
福
寺
を
中
心
と
し
て
東
大
・
元
興
寺
等
の
闇

に
み
ら
れ
る
顕
著
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
こ
の
寛
正
六
年
の
春
日

社
参
は
義
政
の
信
仰
よ
り
遊
覧
的
な
気
風
が
顕
著
で
、
興
福
寺
一
乗
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院
・
大
乗
院
を
中
心
と
す
る
門
跡
の
絶
大
な
歓
迎
に
終
止
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
裏
面
に
は
南
都
仏
教
懸
章
の
棟
梁
と
し
て
の
興
福
寺
勢

力
の
懐
柔
統
御
と
い
う
政
治
的
配
慮
の
あ
っ
た
春
日
社
参
で
あ
っ
た

事
は
、
た
と
え
東
大
寺
戒
壇
院
で
受
戒
を
う
け
た
と
は
い
い
乍
ら
否

定
出
来
な
い
所
と
思
わ
れ
る
。

　
義
政
の
か
か
る
仏
教
諸
宗
に
対
す
る
多
元
的
な
態
度
は
、
曾
て
芳

賀
氏
の
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
　
「
夢
中
問
答
」
に
重
窓
国
師
が
、
国

王
・
大
臣
有
力
の
檀
那
は
、
　
「
偏
に
一
法
の
み
御
信
じ
あ
り
て
、
余

宗
を
す
て
給
ふ
事
あ
る
べ
か
ら
ず
」
と
足
利
直
義
に
説
い
た
為
政
者

と
し
て
の
仏
教
政
策
と
そ
の
揆
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
り
、
多
元

的
信
仰
は
舶
雪
質
が
将
軍
職
を
義
W
同
に
講
脇
つ
た
山
田
明
六
年
以
後
に
お
い

て
も
、
宗
教
行
政
の
み
は
自
ら
管
領
し
、
寺
院
の
経
済
的
崩
潰
を
救

済
す
る
為
に
、
多
く
の
御
教
書
を
乱
発
し
、
寺
領
返
還
を
う
な
が
し

て
い
る
延
徳
一
二
年
（
一
四
九
一
）
七
月
の
蔭
涼
軒
日
録
の
記
載
に
よ
っ

て
、
前
駆
に
窺
う
事
が
出
来
る
と
思
う
。
正
に
異
常
な
ま
で
の
仏
教

へ
の
関
心
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
義
政
の
護
寺
仏
法
政
策

は
、
実
際
行
政
面
に
於
い
て
い
か
程
に
そ
の
効
果
を
発
揮
し
得
た
か

は
甚
だ
疑
わ
し
い
が
、
か
か
る
義
政
の
仏
教
政
策
こ
そ
、
当
時
の
貴

紳
・
守
護
大
名
に
も
相
通
じ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。
応
仁
・
文
明
の
乱
を
契
機
と
す
る
兵
馬
催
偬
に
明
け
暮
れ
た
世

相
に
、
争
闘
生
活
の
支
柱
と
し
て
宗
教
の
占
め
た
比
重
は
確
か
に
大

き
か
っ
た
が
、
反
面
土
一
揆
・
下
剋
上
の
乱
発
は
、
寺
祉
再
興
修
覆

を
困
難
に
し
た
原
因
で
も
あ
っ
た
。
か
か
る
再
興
の
危
機
を
打
破
す

る
手
段
と
し
て
、
有
力
な
檀
那
を
動
か
し
て
再
興
資
金
や
仏
具
、
或

は
大
蔵
経
等
を
李
朝
朝
鮮
に
求
め
ん
と
し
た
所
に
、
応
仁
・
交
閉
前

後
の
我
国
の
諸
寺
社
再
興
の
障
囲
が
見
撮
さ
れ
る
と
思
う
。

　
今
多
少
煩
雑
の
そ
し
り
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
が
、
応
仁
二
年
以
降
明

応
三
年
に
至
る
間
、
即
ち
成
宗
二
五
ケ
年
間
に
お
け
る
我
国
の
諸
寺

勧
進
船
派
遣
を
表
示
す
る
と
左
頁
の
還
り
で
あ
る
。

　
こ
の
一
覧
表
に
依
っ
て
明
ら
か
な
如
く
、
勧
進
船
は
実
に
工
二
軸
、

国
王
足
利
義
政
の
国
書
を
奉
じ
た
も
の
が
五
回
、
義
材
が
二
回
、
大

内
政
弘
が
六
回
、
宗
虞
国
が
四
回
、
山
名
教
豊
・
畠
山
氏
の
各
二
回
、

斯
波
義
廉
の
一
回
と
な
り
、
こ
の
う
ち
麗
版
大
蔵
経
を
圏
賜
さ
れ
た

も
の
は
義
政
が
三
圃
、
義
材
が
一
圓
、
小
津
氏
が
一
葦
、
大
内
政
弘

の
如
き
は
実
に
五
園
も
及
ん
で
い
る
。

　
大
蔵
経
が
綿
製
品
と
共
に
日
鮮
交
渉
の
貿
易
品
と
し
て
重
要
な
対

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

象
に
な
っ
て
い
た
事
は
、
先
学
の
指
摘
さ
れ
た
処
で
あ
る
が
、
し
か

ら
ば
成
宗
朝
に
あ
っ
て
は
我
国
の
か
か
る
熾
烈
な
要
求
に
ど
の
様
に
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勧
進
船
派
遣
一
覧
表

紀

年

西
　
　
紀

一
四
六
八

一
四
七
〇

一
四
七
三

一
四
七
四

一
四
七
九

一
四
八
〇

一
四
八
二

一
四
八
三

一
四
八
五

一
四
八
六

一
四
八
七

一
四
八
九

一
四
九
〇

一
四
九
一

一
四
九
賜

i鮒

麗

日
　
　
本

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　成世
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宗祖

五ニー○八八七六四三一〇五五四四四四二．元元四

　　　延　長　　　　　　　　　　　　　 交臨
　　　徳　掌　　　　　　　　　　　　　明仁
註二元元元陣触三二六六五五五五三二ニニ

遣
使
春

使
者
名

足
利
義
政

宗
　
貞
国

山
名
教
豊

新
波
義
廉

宗
　
貞
園

山
名
教
豊

大
内
政
弘

畠
山
義
勝

同
　
義
就

足
利
義
政

大
内
政
弘

宗
　
貞
国

足
利
義
政

大
内
政
弘

大
内
政
弘

家
　
貞
園
．

足
利
義
政

大
内
政
弘

足
利
義
政

大
内
政
弘

足
利
義
材

足
利
義
材

僧僧源僧僧僧僧豆二巴
　　　　　　　礼融
宗照周亮周西一　 円
祥隣徳瑛繁華庵老　・

僧
正
球
等

職僧僧僧僧僧

　元清栄梵響
応粛等等賀乱

僧
等
堅
等

僧
　
鉄
牛

僧
　
葱
仁

僧
　
彫
首

座
等
僧
　
慶
彰

僧
　
元
鋼

備

出
4
3

原

典

南
都
・
薬
師
寺
再
興
ノ
資
・
寺
額
ヲ
受
ク
。

笛
崎
八
幡
宮
造
當
ノ
助
縁
ヲ
受
ク
。

伯
薯
・
万
福
寺
建
立
ノ
資
・
大
般
若
経
一
部
ヲ
求
ム
。

山尽

s
・
東
光
轟
轟
再
興
ノ
鴨
買
ヲ
求
ム
。

対
馬
。
国
分
山
守
縁
ポ
睦
二
釈
編
目
蝶
M
ヲ
受
ク
。

伯
醤
・
万
福
寺
再
興
ノ
助
縁
ヲ
求
ム
。

京
都
・
清
水
寿
再
興
ノ
資
・
大
蔵
経
ヲ
求
ム
。

能
登
・
天
徳
盛
大
子
育
建
立
ノ
資
ヲ
求
ム
。

焔
偲
本
山
守
再
興
ノ
資
ヲ
求
ム
。

蔦
野
山
・
西
光
院
復
旧
ノ
費
ヲ
求
ム
。

長
州
。
安
国
出
寸
へ
大
蔵
経
一
部
ヲ
受
ク
。

義
政
ノ
ム
糊
ニ
テ
｝
力
幽
寿
一
寸
ノ
癒
賦
版
・
饒
餓
等
ヲ
求
ム
。

大
和
・
円
戒
寺
再
興
ノ
資
・
大
蔵
経
一
部
ヲ
受
ク
。

大
蔵
経
ノ
賜
与
ヲ
甜
謝
シ
、
承
　
天
出
可
再
興
ノ
資
ヲ
受
ク
。

鞘
口
山
門
煎
田
門
血
野
へ
∴
人
蔵
経
嘉
祥
回
漱
日
山
納
経
等
ヲ
受
ク
。

拙
罰
年
山
内
氏
二
贈
ラ
ル
大
帥
威
搾
舵
一
糊
冊
ノ
一
改
四
顧
ヲ
鷺
山
フ
。

餓一

｣
・
安
国
｛
守
へ
詣
八
蔵
経
ヲ
風
ス
ク
。

大
和
・
畏
谷
寺
へ
大
蔵
経
一
部
ヲ
受
ク
。

京
都
・
繍
舟
三
昧
院
へ
大
蔵
経
、
盈
二
詩
集
等
ヲ
受
ク
。
“

大
蔵
経
ヲ
大
内
・
小
庭
氏
二
受
ク
。

筑
前
・
妙
楽
寺
ノ
大
蔵
経
ヲ
受
ク
。

妙
勝
寺
修
繕
ノ
資
ヲ
乞
フ
。

…
蔭
涼
・
照
脳
中
嘉
応
翌

…
成
録
巻
七

海
東
諸
園
記
・
成
録
巻
胴

岡
巻
一
三

．
蛭
巻
三
〇
・
ご
二

上
巻
三
二

詞
巻
三
二

同
巻
三
二
・
五
〇

…
革
巻
四
五

国
宝
中
、
成
録
巻
四
八

同
巻
一
〇
三
・
一
〇
四

問
巻
一
一
七

同
巻
一
閥
〇
二
糊
マ
続
国
宝

…
岡
巻
一
五
八
・
　
一
論
ハ
（
）

詞
巻
一
八
二
∴
八
三
二
八
四

一
同
門
一
九
〇

妻
葬
ひ
礪
宝
．
同
巻
δ

　
同
巻
二
〇
四
・
二
〇
山
ハ
、
　
“
陰
噛
孤

圃
巻
二
三
〇
・
工
三
一
・
二
三

．
二
・
続
国
宝

．
同
巻
二
四
四
・
二
四
六
・
二
八
一

○剛司
・巻巻

九八五
一八六

回
護

（9i3）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7

（
註
）
　
典
麺
原
典
に
示
す
群
峰
は
蔭
涼
軒
日
録
、
国
宝
・
続
国
宝
は
善
隣
照
覧
詑
・
続
善
隣
無
漏
記
、
批
録
．
成
録
は
世
祖
実
録
・
成
宗
実
録
を
示
す
。



対
処
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
以
下
成
宗
の
対
仏
教
政
策
に
つ
い

て
概
略
し
て
み
よ
う
。

　
李
朝
仏
教
に
関
し
て
は
既
に
高
橋
博
士
や
忽
滑
谷
快
天
氏
の
出
潮

な
著
作
が
あ
る
が
、
太
祖
か
ら
六
代
端
宗
に
至
る
各
朝
は
凡
そ
揚
儒

排
仏
の
政
策
が
一
貫
し
政
策
面
に
竜
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
特

に
三
代
太
宗
に
あ
っ
て
は
寺
刹
を
制
限
し
、
仏
事
を
廃
止
す
る
と
共

に
、
十
一
宗
を
七
宗
に
鰯
限
統
合
す
る
等
、
仏
教
に
対
す
る
弾
圧
は

葉
熾
烈
憲
め
両
・
然
毛
代
世
鰹
至
る
と
仏
事
覆
響
仏

典
の
弘
通
等
が
盛
ん
に
な
り
、
李
朝
仏
教
史
上
特
異
な
精
彩
を
放
っ

て
い
る
。
例
え
ば
吾
が
長
緑
二
年
（
世
祖
三
、
一
四
五
八
）
に
根
米
五

千
石
を
充
て
て
麗
版
大
蔵
経
五
〇
部
を
印
行
し
、
諸
道
の
諸
寺
に
分

納
す
る
等
、
仏
教
の
隆
昌
は
み
る
可
き
も
の
が
あ
っ
た
。
し
か
し
成

宗
朝
に
至
る
と
世
祖
の
か
か
る
崇
仏
政
策
は
踏
襲
さ
れ
ず
、
李
朝
の

伝
統
的
政
策
と
も
い
う
可
き
揚
儒
排
仏
に
転
換
し
て
い
る
。
例
え
ば

成
宗
二
年
（
文
明
三
二
四
七
一
）
正
月
世
祖
の
妃
が
世
祖
の
菩
提
を

祈
ら
ん
が
為
に
仏
典
を
明
に
求
め
ん
と
し
た
時
、
成
宗
の
侍
講
官
や

芸
文
館
・
司
諌
院
・
司
憲
府
の
絶
無
達
は
韓
愈
の
「
論
仏
骨
表
」
迄

竜
ち
題
し
て
猛
烈
に
反
対
し
た
が
、
儒
臣
の
仏
教
観
は

傍
未
見
仏
氏
之
能
利
於
国
也
、
年
神
不
登
、
餓
華
言
望
、
秘
説
仏
氏
賢
能
利

於
畏
也
、
於
国
於
昆
一
無
利
焉
、
難
弥
蔵
焚
葬
二
二
費
財
、
遠
購
於
上
国
乎
。

と
い
う
に
あ
っ
た
。
即
ち
仏
教
は
国
家
・
国
民
を
利
す
る
も
の
で
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

く
、
僧
は
「
遊
手
飽
食
」
・
「
終
身
安
逸
」
の
徒
で
あ
っ
た
。
し
か
も

国
畏
は
こ
の
遊
手
飽
食
・
終
身
安
逸
の
境
を
求
め
て
仏
教
に
帰
依
す

る
と
い
い
、

則
於
是
乎
脱
藁
屑
蒲
投
漫
罵
、
旧
故
僧
徒
聖
衆
、
兵
農
益
少
、
一
夫
耕
半
数

百
人
食
置
、
一
婦
蚕
弼
数
百
人
衣
之
、
一
人
従
軍
而
数
百
人
閑
焉
、
農
何
不

為
困
、
兵
侮
不
為
縮
獄
。

と
ま
で
横
雪
し
、
成
宗
八
年
盛
二
月
に
至
っ
て
は
（
成
宗
実
録
巻
七
七
）
、

士
農
工
商
各
有
所
審
、
独
僧
人
逃
口
避
役
、
下
衆
太
盛
敢
為
不
義
、
難
不
可

遽
除
、
亦
不
可
不
為
之
所
也
、
今
年
徴
兵
五
道
三
二
万
五
千
、
而
世
祖
朝
見

僧
総
十
一
万
、
其
後
為
僧
奢
亦
不
知
毒
言
筆
入
、
軍
月
日
減
職
、
此
之
由
我

太
宗
有
挽
回
世
道
之
心
、
鍛
四
方
寺
刹
、
十
存
其
一
、
革
寺
社
奴
碑
羅
之
諸

司
。

と
の
べ
て
、
僧
徒
の
増
加
が
徴
兵
に
迄
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
事
が

知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
馬
脳
避
役
し
て
僧
に
な
る
者
が
成
宗
の
弾

圧
に
か
か
わ
ら
ず
依
然
と
し
て
流
行
し
た
事
は
、
其
後
に
於
い
て
も

平
安
道
に
於
い
て
顕
著
に
み
ら
れ
る
処
で
、
か
か
る
僧
徒
を
兵
士
に

転
用
し
寺
田
を
公
当
せ
ん
と
す
る
施
策
が
考
慮
せ
ら
れ
た
程
で
あ
っ
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⑩た
。
確
か
に
潜
行
的
な
仏
教
徒
の
増
大
は
儒
教
を
根
幹
と
し
そ
の
政

策
を
実
博
す
る
事
を
理
想
と
す
る
成
宗
朝
に
あ
っ
て
は
、
国
民
の
僧

徒
へ
の
逃
避
は
経
済
・
国
防
政
策
の
障
害
を
な
し
て
い
た
し
、
仏
教

弾
圧
の
好
目
的
で
で
屯
あ
っ
た
。
成
宗
自
身
の
仏
法
不
信
は
、
成
宗

実
録
に
も
諸
処
に
見
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
　
「
予
不
好
仏
庸
」
と
か

「
不
御
遊
則
自
然
衰
」
と
い
っ
た
表
現
が
屡
々
み
ら
れ
る
し
、
又
彼

を
補
佐
す
る
儒
教
器
官
人
達
よ
り
「
殿
下
潜
心
聖
学
　
不
信
仏
法
」

と
か
彼
が
「
為
政
以
徳
」
の
図
書
（
印
）
を
使
用
し
、
崩
御
に
当
っ

て
礼
文
に
も
「
崇
儒
術
開
異
端
」
の
人
で
あ
っ
た
為
に
載
せ
ら
れ
ず
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

そ
の
措
置
に
困
却
し
た
史
実
に
よ
っ
て
竜
察
せ
ら
れ
よ
う
。
彼
の
崇

儒
排
仏
は
や
が
て
度
僧
の
禁
を
厳
重
に
し
、
度
牒
を
屯
た
ぬ
私
度
僧

に
あ
っ
て
は
還
俗
せ
し
め
、
　
「
中
外
勲
位
皆
［
空
」
と
さ
え
評
せ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
⑫

る
に
至
っ
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
成
宗
の
儒
教
一
元
的
な
政
策
は
、

足
利
義
政
を
ピ
ー
ク
と
す
る
当
時
の
我
国
の
守
護
大
名
の
懸
仏
敬
神

酌
な
態
度
と
比
較
し
て
、
正
に
相
対
的
な
理
念
に
よ
っ
て
い
た
事
は

大
蔵
経
回
賜
に
つ
い
て
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
大
蔵
経
が
成
宗
及
び
為
政
者
か
ら
ど
の
よ
う
に
み
ら
れ
て
い
た
か

を
知
る
好
個
の
資
料
は
成
宗
一
八
年
（
長
享
元
、
一
四
八
七
）
　
一
一
月

に
政
界
に
大
き
な
波
紋
を
投
じ
た
海
印
寺
大
蔵
経
板
堂
の
修
造
事
件

で
あ
ろ
う
。
当
時
貞
懸
王
后
の
命
を
受
け
、
世
祖
の
朝
に
信
眉
・
学

悦
と
共
に
三
和
尚
と
称
せ
ら
れ
（
成
宗
実
録
一
六
一
・
成
宗
～
四
年
＋
二

月
戊
子
ノ
条
）
、
そ
の
信
任
の
厚
か
っ
た
僧
学
祖
が
海
印
寺
に
保
存
せ

ら
れ
て
い
た
大
蔵
経
板
木
を
納
め
た
経
蔵
を
修
覆
し
て
い
た
が
、
学

祖
は
老
年
の
事
で
も
あ
り
、
又
そ
の
背
後
に
あ
っ
て
極
力
支
援
を
お

し
ま
な
か
っ
た
貞
悪
王
后
が
没
し
た
為
、
　
「
不
借
国
家
之
力
、
無
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

重
修
」
と
し
て
放
棄
し
た
の
で
あ
る
。
成
宗
は
承
政
院
に
下
命
し
て

学
祖
よ
り
若
き
僧
を
択
ん
で
こ
の
重
興
を
遂
げ
ん
と
し
、
慶
尚
道
監

司
に
命
じ
て
修
理
費
を
弁
ぜ
し
め
、
不
足
分
は
宮
廷
内
需
司
よ
り
補

給
す
る
事
に
し
た
。
こ
の
成
宗
の
海
印
寺
板
堂
の
修
理
油
層
に
対
し

て
司
憲
府
・
司
諌
院
等
の
高
官
達
が
中
心
に
な
り
猛
烈
且
つ
執
拗
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

反
対
運
動
を
繰
返
し
展
開
し
て
い
る
。
儒
臣
高
官
は
こ
の
慰
籍
修
理

を
も
つ
て
無
益
・
不
美
の
政
と
直
　
濁
上
奏
し
、
つ
い
に
綿
布
三
、
○
○

○
匹
の
修
理
費
を
五
〇
〇
匹
減
額
せ
し
め
る
事
に
成
功
し
た
の
で
あ

　
⑮
る
が
、
こ
れ
に
重
し
成
宗
は
、
海
印
寺
板
堂
は
世
祖
の
遺
構
で
あ
り
、

貞
悪
王
后
の
遺
命
に
よ
っ
て
そ
の
修
理
が
行
わ
れ
た
事
を
指
摘
す
る

と
共
に
、
大
蔵
経
は
、

倭
人
之
燐
嘗
求
、
若
無
板
木
則
無
三
障
求
、
特
命
修
之
為
経
選
球
、
此
其
得

己
山
事
乎
。
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⑱

と
讐
潔
し
て
い
る
。
成
宗
に
す
れ
ば
世
祖
・
貞
悪
王
后
に
孝
な
ら
ん

と
す
れ
ば
、
儒
教
立
国
の
施
策
に
そ
む
く
事
に
な
り
、
　
「
此
の
堂
を

修
創
す
る
は
仏
の
為
に
非
ず
、
隣
国
求
請
の
為
也
」
と
い
う
誠
に
苦

し
い
反
論
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
然
し
い
つ
れ

に
せ
よ
皇
宗
の
板
輿
修
覆
の
素
志
は
貫
徹
さ
れ
、
板
木
の
保
存
が
行

わ
れ
た
事
は
現
在
韓
民
国
の
文
化
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
海
印
寺
高
麗
蔵
経
の
刊
行
も
、
一
に
儒
臣
の
猛
烈
な
抵
抗
を
排
除

し
た
成
宗
の
功
績
に
帰
す
る
と
い
っ
て
も
過
書
で
は
な
い
。
成
魚
の

こ
の
大
蔵
経
印
板
の
保
存
管
理
の
意
志
は
単
に
成
宗
一
八
年
の
学
祖

の
板
堂
修
覆
放
棄
に
端
を
発
し
た
の
で
は
な
く
て
、
既
に
心
事
九
年

（
文
明
一
〇
、
一
四
七
八
）
　
一
一
月
に
慶
尚
道
観
察
使
朴
健
に
対
し
て
、

印
板
と
大
蔵
経
の
員
数
と
保
管
状
況
等
に
つ
い
て
調
査
を
命
じ
て
い

る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

海
印
寺
所
蔵
大
蔵
経
及
板
子
、
皆
先
朝
所
措
置
、
且
客
人
瀬
瀬
、
於
国
用
亦

不
可
無
、
若
不
細
隙
或
爾
漏
鍛
失
甚
不
可
。

と
い
い
、
先
朝
世
祖
の
遺
溝
で
あ
り
、
日
本
・
琉
球
の
使
人
が
求
め

る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
、
そ
の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
確
か
に

我
国
の
麗
版
大
蔵
経
に
対
す
る
要
求
は
、
そ
の
か
み
高
麗
国
義
天
の

開
板
以
来
、
そ
う
正
鵠
を
も
つ
て
高
く
評
価
せ
ら
れ
、
遣
明
船
派
遣

の
衰
微
と
比
例
し
て
王
女
高
ま
り
、
加
え
て
応
仁
・
文
明
の
乱
を
機

縁
と
し
て
、
そ
の
熾
烈
の
度
を
加
え
て
い
っ
た
事
は
、
前
表
に
よ
っ

て
も
窺
知
せ
ら
れ
る
と
思
う
。
　
「
客
人
求
む
る
と
こ
ろ
、
国
用
に
無

か
ら
ざ
る
可
か
ら
ず
」
と
い
う
国
用
は
圃
賜
答
礼
用
の
晶
、
貿
易
品

と
し
て
の
国
家
の
使
用
す
聡
き
公
用
品
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
訳

で
、
成
宗
が
仏
教
に
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
寧

ろ
世
宗
五
・
六
年
即
ち
応
永
三
〇
・
一
年
の
二
度
に
亘
り
、
足
利
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

持
に
よ
り
強
要
せ
ら
れ
た
大
蔵
経
印
板
の
事
件
や
、
我
国
・
琉
球
の

蔵
経
回
賜
要
求
に
刺
激
さ
れ
、
蔵
経
井
印
板
の
重
要
性
を
認
め
た
措

置
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
儒
教
立
国
、
排
仏
棄
釈
の
成
十
六
に
あ
っ
て
は
、
麗

版
大
蔵
経
は
単
に
汗
牛
充
棟
的
な
存
在
で
あ
り
、
内
政
上
何
等
国
家

を
利
す
る
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
換
書
す
れ
ば
無
用
の
長
物
で
あ
り
、
そ
れ
を
無
用
の
用
と
し
て

欣
求
し
た
の
が
当
時
の
我
国
や
琉
球
で
あ
っ
た
。
大
蔵
経
を
法
宝
と

し
、戴

創
建
蔵
殿
安
置
之
、
以
上
為
利
済
我
民
人
。

と
か
、
或
は
又

翼
得
大
蔵
全
文
一
部
、
聖
衆
事
々
転
之
、
則
国
残
兵
事
前
編
戸
永
豊
焉
。
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⑧

と
か
、
更
に
「
求
大
蔵
経
以
為
国
宝
也
」
と
考
え
た
我
国
の
仏
法
即

王
法
の
古
代
的
理
念
と
は
正
に
雲
泥
の
差
が
あ
っ
た
事
が
判
明
す
る
。

成
宗
朝
の
仏
教
に
対
す
る
否
定
概
念
は
、
儒
教
立
国
を
理
想
と
す
る

立
場
か
ら
す
れ
ば
当
然
の
帰
結
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
ひ
い
て
大
蔵

経
を
電
一
片
の
価
値
な
き
も
の
と
し
て
否
定
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
通
な
成
宗
朝
の
現
情
を
我
国
で
は
正
し
く
把
握
し
、
大
蔵
経
求

請
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

、
こ
の
問
題
に
関
し
て
我
々
は
一
応
成
宗
朝
に
我
国
よ
り
派
遣
せ
ら

れ
た
使
節
の
分
析
を
行
う
必
要
が
あ
ろ
う
。
世
祖
が
李
朝
朝
鮮
国
王

の
中
に
於
い
て
寧
ろ
異
端
者
的
と
竜
い
え
る
崇
仏
家
で
あ
っ
た
事
は

前
に
触
れ
た
が
、
そ
の
晩
年
の
世
祖
一
三
年
（
応
仁
元
、
一
四
六
七
）

の
如
き
は
上
院
等
の
観
音
像
や
円
覚
寺
の
舎
利
の
瑞
祥
に
対
し
て
我

国
か
ら
は
多
数
の
豪
族
が
競
っ
て
御
船
を
派
遣
し
て
瑞
祥
を
賀
し
、

成
宗
元
年
八
月
に
は
国
王
義
政
が
使
僧
心
苑
等
を
派
遣
し
て
金
剛
山

楡
帖
寺
の
観
音
像
の
瑞
祥
を
祝
し
、
或
は
同
三
年
六
月
に
は
、
肥
前

上
松
浦
の
源
納
は
世
視
の
像
を
造
辞
し
て
博
多
・
聖
福
寺
に
安
縫
し

ょ
う
と
し
た
り
、
同
一
〇
年
（
文
明
一
一
、
一
四
七
九
）
四
月
大
内
政

弘
の
如
き
は
使
僧
金
器
を
し
て
仏
像
を
献
納
し
、
成
宗
よ
り
拒
否
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
様
な
史
実
よ
り
帰
納
し
て
顕
宗
朝
に
於
い
て
も
世

祖
の
朝
と
同
じ
く
朝
鮮
は
仏
教
流
布
の
国
、
仏
法
信
奉
の
地
と
認
知

せ
ら
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
よ
う
。
成
宗
朝
に
於
い
て
も
我
国
や
琉

球
が
朝
鮮
を
こ
の
様
に
観
察
さ
れ
て
い
た
と
解
し
て
い
る
高
官
が
あ

っ
た
事
は
、
前
述
の
海
印
寺
大
蔵
経
板
堂
事
件
の
反
対
者
の
筆
頭
の

一
人
で
あ
っ
た
司
憲
府
元
孝
の
言
に
対
す
る
成
宗
の
返
答
は
、

彼
隣
国
使
臣
之
来
、
或
求
大
蔵
経
、
或
毒
見
巨
刹
者
、
其
意
必
以
我
国
為
崇

信
浮
屠
也
。

と
か
、
大
内
政
弘
が
仏
像
を
献
じ
た
時
の
評
定
に
、

遠
人
未
知
　
聖
上
不
崇
信
精
義
、
不
遠
千
里
誠
心
深
名
、
其
情
可
尚
。
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と
い
っ
た
例
に
よ
っ
て
も
明
か
で
あ
ろ
う
。
我
国
で
は
こ
の
成
翌
朝

の
実
情
が
充
分
に
探
知
編
来
ず
、
国
使
・
使
節
に
僧
を
選
ん
で
派
遣

し
た
の
で
あ
る
。
国
使
上
官
人
に
僧
を
起
用
し
た
の
は
、
寺
の
勧
進

船
で
屯
あ
り
、
又
遣
明
船
等
の
例
に
傲
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
反
面

明
と
国
情
を
同
じ
く
す
る
護
持
仏
法
の
国
と
認
知
し
た
我
国
の
為
政

者
の
誤
認
に
よ
る
と
こ
ろ
屯
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
一
方
露
寒
朝
に

於
い
て
は
、
隣
国
の
日
本
・
琉
球
の
垂
誕
お
く
あ
た
わ
ぬ
大
蔵
経
は

一
向
に
有
害
無
益
の
仏
教
経
典
で
あ
り
、
そ
れ
を
回
避
す
る
事
は
内

政
的
に
何
の
苦
痛
も
な
く
、
寧
ろ
仏
教
勢
力
の
減
退
を
も
兼
ね
た
一

挙
両
得
の
手
段
で
あ
っ
た
。
成
宗
二
〇
年
（
延
徳
元
．
一
四
八
九
）
七
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月
、
礼
曹
が
我
鼠
の
使
臣
の
大
蔵
経
求
請
が
麿
重
な
る
に
つ
れ
て
、

慶
尚
道
監
司
に
命
じ
て
予
備
品
を
用
意
せ
し
め
る
事
、
又
そ
の
要
求

に
従
っ
て
諸
道
を
探
し
求
め
て
い
て
は
弊
害
を
残
す
事
に
つ
い
て
、

そ
の
対
策
を
計
っ
た
が
、
成
宗
は
日
本
國
使
に
は
大
蔵
経
を
与
え
る

事
、
但
し
「
此
経
我
国
に
多
く
有
ら
ず
、
僅
に
一
息
を
得
る
の
み
、

以
て
其
願
に
従
ふ
、
塞
外
余
り
無
し
」
と
使
匝
に
伝
え
て
後
日
の
要

求
を
防
止
す
る
様
に
指
添
を
与
え
て
い
る
（
詩
宗
実
録
巻
二
三
〇
）
。
こ

の
事
は
大
蔵
経
が
漸
く
底
を
つ
い
て
来
た
事
と
、
国
王
使
に
は
大
蔵

経
が
回
賜
さ
れ
る
事
、
更
に
朝
鮮
が
上
国
即
ち
大
国
と
し
て
潜
持
を

誇
示
す
画
き
手
段
で
も
あ
っ
た
と
云
う
事
が
出
来
る
。

　
以
上
の
如
く
応
仁
・
文
明
期
に
お
け
る
露
払
大
蔵
経
の
寒
入
に
つ

い
て
は
、
日
鮮
両
国
の
問
に
仏
教
に
対
し
て
大
き
な
懸
隔
が
あ
っ
た

こ
と
が
し
ら
れ
、
我
国
が
求
め
て
や
ま
な
か
っ
た
大
蔵
経
も
、
実
は

成
宗
朝
に
於
い
て
は
有
害
無
益
の
も
の
で
あ
っ
た
事
が
判
明
す
る
。

蓋
し
こ
の
事
実
は
、
更
に
分
析
と
考
究
を
必
要
と
す
る
問
．
題
で
あ
る

が
、
世
祖
朝
を
除
い
た
李
朝
歴
代
に
お
け
る
麗
版
大
蔵
経
輸
入
に
お

い
て
竜
、
該
当
す
る
事
実
で
は
な
か
ろ
う
か
。

四
　
円
成
寺
栄
弘
の
麗
版
大
蔵
経
求
請

　
前
章
に
お
い
て
儒
教
立
国
を
国
是
と
す
る
李
朝
と
、
仏
法
即
王
法

を
理
念
と
し
た
我
国
と
の
問
に
、
大
蔵
経
に
関
し
て
相
対
的
な
関
係

に
あ
っ
た
事
を
明
白
に
し
得
た
が
、
次
に
大
和
・
円
成
寺
麗
麗
の
町

版
大
蔵
経
輸
入
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
円
成
寺
は
運
慶
の
大
日
如
来
坐
像
や
平
安
時
代
末
期
の
遺
繊
を
と

ど
め
る
園
池
を
有
す
る
山
寺
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
又
東
密
忍
辱
山

流
の
本
山
と
し
て
薯
名
で
あ
る
。
然
し
そ
の
創
立
に
つ
い
て
は
鑑
真

和
上
と
共
に
来
朝
し
た
唐
僧
虚
滝
（
又
は
朧
）
の
草
創
と
も
云
い
、
或

は
明
応
二
年
（
一
四
九
三
）
の
落
書
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
至
明
応
二
年
醗
四
百
五
十
七
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

当
山
始
ハ
万
寿
三
年
響
禅
夫
建
立
云
・
阿
弥
陀
畜
天
永
三
爵
講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
応
二
年
醗
三
百
七
十
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

と
命
禅
の
創
建
と
伝
え
て
い
る
。
命
禅
は
文
明
一
四
年
四
月
の
成
宗

に
宛
て
た
国
書
に
明
記
せ
ら
れ
た
明
禅
と
同
一
人
で
あ
ろ
う
。
嘉
吉

元
年
編
の
「
興
福
寺
官
務
牒
疏
」
に
は
無
慮
を
開
基
と
し
、
中
興
を
命

禅
と
し
て
い
る
が
、
既
に
こ
の
頃
に
か
か
る
伝
承
が
あ
っ
た
事
を
示

し
て
い
る
。
円
成
寺
が
史
上
明
確
化
し
て
来
る
の
は
こ
の
命
禅
以
降

か
ら
と
い
っ
て
よ
い
。
和
州
忍
辱
山
円
成
寺
略
言
志
に
よ
る
と
、
命

禅
は
長
久
元
年
（
一
〇
四
〇
）
二
月
に
七
八
才
で
没
し
て
い
る
。
命
禅
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が
こ
の
地
に
．
精
舎
を
創
造
す
る
に
至
っ
た
動
機
は
、
本
朝
高
僧
伝
に

そ
の
環
境
の
幽
遼
閑
寂
な
点
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
以
後
保
安
四
年

（
＝
二
三
）
四
月
に
没
し
た
経
源
が
天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
に
京

洛
・
法
成
寺
の
四
尺
の
阿
弥
陀
仏
像
を
当
寺
に
安
押
し
、
念
仏
会
を

創
始
し
た
と
云
う
。
念
仏
会
は
蓋
し
鎌
倉
時
代
に
至
っ
て
大
阪
・
四

天
王
寺
の
迎
講
を
う
つ
し
た
来
迎
会
に
発
展
す
る
も
の
で
、
現
今
平

安
時
代
末
の
遺
構
を
と
ど
め
る
と
い
わ
れ
る
園
池
は
、
蓋
し
こ
の
経

源
の
、
法
成
寺
阿
弥
陀
仏
像
安
置
と
、
こ
れ
を
本
尊
と
す
る
念
仏
会

即
ち
迎
講
に
関
聯
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
後
迎
講
の
隆
昌
と

共
に
漸
次
完
備
す
る
に
至
っ
た
も
の
と
推
定
し
て
誤
り
が
な
か
ろ
う
。

さ
て
こ
の
経
源
は
「
霊
廟
往
生
記
」
に
そ
の
伝
記
が
収
め
ら
れ
て
い

る
し
、
又
現
に
治
暦
四
年
（
一
〇
六
八
）
工
月
に
移
点
を
施
し
た
法
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

経
論
一
巻
が
の
こ
っ
て
い
る
事
に
よ
っ
て
彼
が
元
来
興
福
寺
の
学
僧

で
、
後
小
田
原
寺
即
ち
浄
瑠
璃
寺
に
移
り
「
往
生
之
勤
　
不
時
而
休
」

と
い
わ
れ
迎
接
房
の
聖
人
と
称
せ
ら
れ
た
程
、
浄
土
教
に
没
入
し
た

人
物
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
源
と
同
時
代
に
迎
接
房
経
邊
と
称
す
る
浄

土
教
に
帰
依
し
た
僧
の
存
在
し
た
事
が
「
後
拾
遺
往
生
伝
」
に
み
え

る
。
三
外
往
生
記
の
経
源
伝
と
極
似
し
、
又
経
邊
は
異
本
に
よ
る
と

経
源
と
も
あ
り
、
蓋
し
同
一
人
物
か
と
推
定
さ
れ
る
。
経
邊
は
寛
徳

元
年
（
～
〇
四
四
）
に
五
三
才
で
没
し
た
豊
中
納
書
藤
原
定
頼
の
息
ど

伝
え
て
い
る
が
、
経
源
即
経
紀
と
考
え
る
事
に
よ
っ
て
、
そ
の
出
血

よ
り
天
永
一
二
年
に
法
成
寺
の
阿
弥
陀
仏
像
を
円
成
寺
に
移
し
安
土
す

る
に
相
応
し
い
念
仏
聖
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
方
が
合
理
的
で
あ
ろ

う
と
思
う
。
又
更
に
こ
の
両
者
が
別
人
で
あ
っ
た
と
し
て
竜
、
円
成

寺
が
経
源
・
経
邊
の
活
躍
し
た
一
二
世
紀
の
初
頭
に
興
福
寺
・
小
田

原
寺
・
円
成
寺
と
い
う
三
寺
の
樹
関
々
係
が
生
じ
て
い
た
事
実
が
明

か
に
な
る
わ
け
で
、
南
山
城
・
東
北
大
和
の
興
福
寺
法
相
宗
系
統
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

山
寺
が
浄
土
教
の
一
拠
点
と
し
て
発
展
す
る
の
竜
、
融
融
以
来
の
法

脈
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
事
を
示
す
も
の
と
い
い
え
よ
う
。
冥
慮
以
降

円
成
寺
に
は
南
都
戒
律
復
興
で
有
名
な
実
在
が
止
住
し
て
い
た
し
、

仁
平
三
年
（
二
五
三
）
に
甘
干
が
入
山
す
る
に
至
っ
て
寺
観
は
一
呑

整
備
す
る
に
至
っ
た
。
　
「
本
朝
高
僧
伝
」
の
寛
遍
伝
に
「
登
和
州
忍

辱
山
、
紙
幣
修
練
」
と
い
い
、
或
は
、

且
忍
辱
山
盛
昌
万
寿
初
、
命
禅
開
》
山
、
垂
［
一
百
四
十
年
一
頽
廃
根
継
、
遍
一

二
寺
院
結
界
、
略
復
扁
旧
厳
酷
其
績
居
多
。

と
伝
え
て
い
る
。
寛
遍
は
東
寺
長
者
・
東
大
寺
別
当
を
歴
任
し
た
真

言
広
沢
流
の
大
家
で
あ
り
、
そ
の
一
義
を
立
て
て
忍
辱
山
流
と
呼
び
、

円
成
寺
の
存
在
は
一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
安
元
二
年
（
一
一
七
穴
）
一
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○
月
の
墨
書
銘
を
有
す
る
仏
師
運
慶
の
大
目
如
来
坐
像
は
、
彼
の
青

年
期
の
作
晶
と
し
て
殊
に
著
明
で
あ
る
が
、
寛
遍
の
東
密
の
影
響
が

濃
厚
に
感
取
さ
れ
る
。
鎌
倉
時
代
に
於
い
て
も
建
保
五
年
四
月
の
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

天
王
像
や
文
，
永
七
年
の
僧
形
文
殊
像
型
が
現
存
し
、
寺
運
は
隆
畠
を

極
め
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
閏
二
年
九
日
に

至
り
兵
火
の
為
に
罹
災
し
た
事
が
諸
書
に
み
え
る
。
興
福
寺
略
年
代

記
に
拠
る
と
、

閨
二
月
九
日
夜
忍
辱
山
寺
炎
上
、
自
真
需
堂
令
出
火
、
本
堂
井
塔
婆
以
下
悉

焼
失
畢
、
但
本
尊
無
為
云
々
。

　
　
＠

と
あ
り
、
当
寺
所
蔵
の
永
正
八
年
（
一
五
二
）
三
月
の
供
養
臼
記
に

よ
れ
ば
、
成
時
出
火
し
て
、
　
「
真
言
堂
丁
塔
・
本
堂
・
経
蔵
・
楼
門

等
」
が
炎
上
し
た
ら
し
い
。
そ
の
後
直
ち
に
復
旧
に
着
手
し
た
事
は
、

左
の
文
書
で
明
か
で
あ
ろ
う
。
、

　
大
和
州
添
上
郡
忍
辱
山
寺
文
正
元
年
繭

　
闊
二
月
音
量
時
瀦
諾
事
情
灘

　一

A
本
堂
造
立
事
始
　
文
正
元
繭
三
月
十
一
臼
午
時

一
、
杣
取
同
年
嫡
三
月
＋
四
日
　
辰
時

　一

A
針
始
　
同
年
晒
三
月
甘
七
日
　
　
巳
時

　
一
、
石
居
　
同
年
晒
八
月
四
日
　
　
未
時

　
　
　
　
　
　
　
芦

｝
、
柱
立
　
同
年
師
八
月
薦
僧
日
　
　
卯
時

一
、
地
鎮
　
応
仁
元
年
蒲
三
月
四
日
未
時
灘
翫
騨
醐

滑、

?
仏
　
同
年
舞
三
月
十
二
臼
　
　
午
時

一
、
楼
門
事
始
応
仁
輩
奮
月
＋
四
農
時

一
、
石
居
同
年
蒲
七
月
四
日
　
午
時

一
、
柱
立
　
間
年
蒲
七
月
八
田
　
　
未
時

　
　
右
造
営
沙
汰
人
　
玄
専
阿
闇
梨
空
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
栄
）

　
　
　
　
　
　
　
　
専
信
房
　
　
営
弘

　
こ
の
文
正
元
年
の
炎
上
は
、
足
利
義
政
の
国
書
に
「
鍵
丙
戌
歳
、

為
兵
火
仏
閣
僧
宇
悉
化
烏
有
、
只
幸
本
尊
一
艦
存
也
」
と
明
記
し
て

い
る
の
に
一
致
し
て
い
る
。

　
栄
弘
の
当
寺
再
興
の
悲
願
は
、
こ
の
文
正
の
焼
亡
を
機
縁
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
伽
藍
の
総
供
養
は
彼
の
越
後
、
栄
専
・

栄
助
の
代
に
至
り
、
永
正
八
年
三
月
二
八
日
に
興
福
寺
東
北
院
僧
正

任
円
を
導
師
と
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
た
。
文
正
の
炎
上
よ
り
実
に
四

五
ケ
年
の
歳
月
を
要
し
た
わ
け
で
、
徳
川
時
代
に
於
け
る
発
奮
よ
り

推
測
す
れ
ば
、
ほ
ぼ
文
正
焼
亡
の
旧
観
に
復
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と

認
め
ら
れ
る
。

　
以
上
文
明
一
四
年
（
一
四
八
二
）
の
栄
弘
に
よ
る
円
成
寺
高
麗
版
大
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蔵
経
求
請
の
前
提
と
し
て
、
当
寺
の
沿
革
を
一
瞥
し
た
の
で
あ
る
が
、

し
か
ら
ば
栄
弘
と
は
如
何
な
る
氏
系
に
属
す
る
僧
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。

　
円
成
寺
栄
弘
に
就
い
て
は
幸
に
竜
当
寺
所
蔵
の
知
恩
院
縁
起
・
狭

川
家
譜
や
、
狭
川
家
所
蔵
に
か
か
る
狭
川
家
系
図
、
或
は
和
州
郷
士

記
等
に
よ
っ
て
、
彼
が
奈
良
東
北
の
狭
川
一
帯
を
支
配
し
た
土
豪
・

狭
川
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。
今
繁
雑
を
省
み
ず
、

そ
の
一
部
を
示
す
と
、

一
狭
州
福
智
城
主
薪
七
郎
助
貞
　
文
明
十
エ
年
五
月
掛

　
　
　
父
計
時
・
舜
侍
従
尼
妙
金
、
本
国
三
州
人
也

　
　
　
応
永
元
年
筒
井
頴
永
法
印
鷹
下
成
城
営

　
　
　
一
ノ
丸
本
ノ
丸
三
ノ
写
方
四
町
四
面
、
狭
用
村
北
村
搬
村
内

　
　
　
領
、
従
是
武
名
相
起
、
武
門
専
ト
ス
、
応
永
迄
者

　
　
　
大
和
春
日
領
奉
行
、
村
々
反
銭
反
米
納
奉
行
と

　
　
　
し
て
奉
日
建
役
相
役
根
勤
畢

　
i
狭
脇
葵
作
入
道
源
操
　
　
　
永
疋
四
年
卒

⊥
桑
弘
騒
．

の
如
く
で
、
狭
川
家
初
代
助
貞
は
元
来
四
国
・
讃
岐
の
人
で
、
応
永

元
年
頃
に
興
福
寺
宮
符
衆
徒
筒
井
民
の
配
下
と
し
て
、
春
日
社
領
狭

川
に
居
住
し
、
被
官
と
し
て
狭
川
氏
を
称
し
た
も
の
の
様
で
あ
る
。

栄
弘
は
こ
の
助
貞
の
二
男
と
し
て
生
れ
、
応
永
三
四
年
（
一
四
二
七
）

に
九
歳
で
当
寺
欝
欝
に
師
事
し
て
入
寺
、
念
仏
院
に
住
し
、
文
明
一

九
年
四
月
に
六
八
歳
で
没
し
た
。

　
狭
川
家
は
栄
弘
以
来
、
栄
助
・
宗
助
・
学
淳
等
を
入
寺
せ
し
め
、

円
成
寺
は
こ
の
狭
川
残
一
族
を
背
景
に
成
立
し
て
い
た
と
云
っ
て
過

言
で
は
な
い
。
特
に
栄
誉
に
よ
っ
て
創
建
を
み
た
知
恩
院
は
狭
川
家

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
し
、
こ
の
外
一
族
子
弟
よ
り
東
大
寺
四

聖
坊
・
興
福
寺
惣
叢
論
・
泉
涌
寺
法
春
院
の
住
持
を
相
承
す
る
外
、

奈
良
東
北
・
山
城
東
南
の
柳
生
・
山
由
・
和
束
・
高
樋
・
福
岡
の
土

豪
と
婚
姻
関
係
を
結
び
、
春
日
神
役
を
勤
め
る
か
た
わ
ら
、
武
門
の

家
と
し
て
勇
名
を
は
せ
た
の
で
あ
っ
て
、
柳
生
飛
弾
守
宗
冬
の
新
陰

流
は
実
に
こ
の
狭
川
家
の
陰
流
に
よ
っ
て
創
作
さ
れ
た
と
云
わ
れ
て

　
⑳
い
る
。
狭
州
一
族
の
繁
術
は
、
天
正
七
年
越
一
五
七
九
）
大
和
大
納
言

語
長
に
よ
っ
て
春
摂
祉
領
の
科
に
よ
っ
て
所
領
を
召
上
げ
ら
れ
る
迄
、

継
承
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
大
乗
院
寺
　
祉
雑
事
記
に
散
兇
す
る
佐

川
・
佐
河
は
一
に
こ
の
一
族
の
事
に
外
な
ら
な
い
。

　
栄
弘
に
よ
る
円
成
寺
再
興
は
か
か
る
狭
川
氏
の
性
格
を
考
慮
に
入

れ
る
な
ら
ば
、
同
氏
を
背
景
と
し
て
漸
次
進
捗
を
み
た
竜
の
と
い
っ

て
よ
か
ろ
う
。
又
本
稿
の
欝
的
で
も
あ
る
栄
弘
の
麗
版
大
蔵
経
の
求

請
が
軌
道
に
の
る
に
至
っ
た
の
も
、
狭
川
氏
を
通
し
て
筒
井
繁
盛
を

動
か
し
、
興
福
寺
コ
高
松
門
跡
の
助
力
に
よ
っ
て
足
利
義
政
に
働
き
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か
け
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
知
恩
院
累
代
同
姓
記
録
に
は
、
こ
の

間
の
事
情
を
文
明
一
三
年
六
月
二
〇
日
の
条
に
、

栄
弘
阿
閣
奇
異
夢
を
醸
…
じ
、
三
蔵
経
ヲ
高
麗
國
求
め
ん
と
す
。
遠
く
異
国
に

い
た
ら
ん
薯
安
か
ら
ず
、
弟
子
栄
助
房
・
連
舜
房
等
に
諭
旨
之
土
語
た
り
、

此
由
を
管
務
筒
井
七
三
法
印
申
あ
げ
、
而
法
印
大
に
美
諾
し
て
即
ち
入
鮮
の

官
牒
を
乞
た
ま
ふ
に
、
た
や
す
く
宣
を
有
司
に
下
し
賜
け
り
。

と
あ
り
、
円
成
寺
高
麗
船
の
派
遣
認
可
を
筒
井
氏
に
そ
の
功
を
帰
し

て
い
る
の
は
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。
当
寺
高
麗
船
に
関
し
て
は
、
最

竜
信
拠
す
べ
き
史
料
で
あ
る
蔭
涼
軒
日
録
の
欠
文
に
よ
っ
て
、
前
後

の
実
情
が
詳
か
で
な
い
が
、
薬
師
寺
金
堂
再
興
や
、
長
谷
寺
に
於
け

る
高
麗
船
の
場
合
の
如
く
、
本
寺
で
あ
る
興
福
寺
の
強
力
な
運
動
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

あ
っ
た
と
相
棄
し
て
誤
り
が
な
か
ろ
う
。
勿
論
栄
弘
が
当
寺
炎
上
に

よ
っ
て
経
蔵
が
類
焼
し
、
再
興
の
為
に
大
蔵
経
の
設
概
を
痛
感
し
た

で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
先
備
と
な
っ
た
の
は
、
前
章
で
も
表
示
し
た
如

く
、
同
じ
く
当
時
興
福
寺
の
末
寺
で
あ
っ
た
応
仁
二
年
の
薬
師
寺
金

堂
再
興
や
、
文
明
五
年
に
お
け
る
京
都
・
清
水
寺
再
興
の
助
縁
や
大

蔵
経
輪
入
に
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。

　
さ
て
文
明
二
二
年
に
計
画
さ
れ
た
こ
の
円
成
寺
勧
進
船
は
、
単
に

麗
版
大
蔵
経
の
求
請
に
の
み
そ
の
主
冒
的
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

文
明
コ
ニ
年
（
一
四
八
一
）
五
月
義
政
が
奉
行
松
繊
貞
康
を
通
じ
て
栄

弘
に
伝
え
た
注
文
に
依
れ
ば
、
別
選
に
記
さ
れ
た
品
物
一
六
種
の
う

ち
、
香
櫨
・
銅
盆
・
筆
等
五
種
は
除
外
す
る
事
、
漢
薬
三
〇
種
の
う

　
　
　
勧

ち
特
に
牛
黄
・
象
牙
・
青
草
・
魚
皮
の
将
来
に
つ
い
て
指
示
す
る
と

こ
ろ
が
あ
っ
た
（
大
日
本
史
料
八
ノ
一
参
照
）
。
こ
の
注
文
案
に
よ
る
と

少
く
共
、
円
成
寺
勧
進
船
の
交
渉
準
備
等
は
、
文
明
一
三
年
五
月
以

前
か
ら
始
め
て
い
た
事
実
が
明
白
で
あ
り
、
栄
弘
の
高
麗
船
派
遣
も

義
政
の
国
書
と
対
比
す
る
事
に
よ
っ
て
、
単
に
大
蔵
経
一
蔵
の
輸
入

の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
義
政
所
望
の
品
々
の
輸
入
に
あ
っ
た
事
が
確
認

さ
れ
る
。

　
即
ち
史
料
の
制
約
も
あ
る
が
、
義
政
の
国
書
を
持
っ
て
入
良
し
た

文
明
六
年
の
高
野
山
西
光
院
船
の
将
来
し
た
物
貨
と
比
較
す
る
と
、

大
蔵
経
や
正
布
・
綿
布
・
麻
布
等
の
布
類
、
虎
・
豹
皮
、
花
蒲
、
人

餌
参
等
は
そ
の
教
程
の
多
寡
は
あ
る
が
、
大
凡
李
朝
の
臨
戦
晶
と
し
て

一
貫
性
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
が
、
文
明
六
年
度
に
は
、
こ
れ
以
外

に　
鳳
仙
花
子
・
鷺
粟
子
・
鶏
冠
花
子
・
黄
葵
子

の
四
種
の
草
花
の
種
子
が
夫
ぺ
一
袋
と
鵠
子
・
蓮
頭
重
・
鴨
・
野
鶏

等
の
家
禽
類
の
輪
入
が
穏
立
っ
て
い
る
し
、
又
こ
の
円
成
寺
船
の
場
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合
に
は
、

莞
青
二
両
・
猛
三
下
三
部
・
敗
亀
四
部
・
牛
黄
三
部
・
犀
角
一
隻

と
い
っ
た
動
物
性
薬
贔
や
、

朴
消
一
斤
・
光
明
砂
十
両
・
白
竜
骨
一
斤
・
襯
砂
十
画
・
陽
引
解
三
両
．
雌

黄
一
斤
・
冑
然
銅
一
斤
・
石
鐘
乳
五
両

等
の
鉱
物
性
薬
晶
の
ほ
か
に
、
更
に

何
首
鳥
二
斤
・
蔽
膏
三
両
・
山
茨
諏
一
斤
・
沢
潟
二
斤
・
蛇
思
子
一
斤
・
苧

藤
二
斤
・
白
鴎
皮
二
君

等
の
糖
物
性
薬
品
が
、
合
計
二
〇
種
も
阿
賜
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

二
〇
種
の
漢
薬
の
効
能
上
よ
り
分
類
す
れ
ば
利
尿
・
催
淫
剤
が
五
種
、

解
熱
剤
が
二
種
、
強
壮
剤
が
八
種
、
断
崖
・
堕
胎
薬
が
夫
女
一
種
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

鎮
静
剤
が
二
種
に
大
別
出
来
る
訳
で
、
将
軍
義
政
の
私
生
活
に
必
要

か
く
べ
か
ら
ざ
る
品
女
で
あ
っ
た
事
が
窺
え
、
興
味
深
い
竜
の
が
あ
、

る
。
以
上
の
よ
う
に
こ
の
円
成
寺
・
船
の
場
合
は
、
当
寺
の
山
陽
蔵
経
求

講
以
外
に
義
政
の
必
需
口
㎜
と
し
て
の
漢
薬
の
将
来
に
屯
そ
の
目
的
が

あ
っ
た
事
が
判
明
す
る
。

　
さ
て
栄
弘
の
高
麗
船
派
遣
は
文
明
一
王
年
五
月
以
前
よ
り
松
田
貞

康
を
通
し
て
義
政
の
意
向
が
伝
え
ら
れ
、
漸
次
派
船
の
計
画
が
実
行

に
移
さ
れ
て
い
た
竜
の
の
よ
う
で
あ
り
、
知
人
よ
り
竜
秘
蔵
品
が
そ

の
費
用
に
充
当
す
べ
く
寄
進
せ
ら
れ
た
。
栄
弘
一
行
は
当
時
興
福

寺
・
細
川
氏
と
特
に
関
係
の
深
か
っ
た
堺
よ
り
出
帆
し
、
兵
庫
を
経

て
九
月
中
旬
に
下
関
に
至
り
滞
泊
し
、
二
一
月
一
九
日
に
渡
航
船
を

受
取
り
、
文
明
一
四
年
の
正
月
を
迎
え
、
一
七
β
下
関
を
出
港
し
、

二
月
一
二
日
頃
に
高
麗
灘
即
ち
玄
海
灘
を
通
過
し
て
、
釜
山
浦
に
入

港
し
た
。
や
が
て

自
釜
山
言
質
川
竹
領
野
州
三
根
、
至
言
中
十
五
日
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

と
い
う
倭
人
上
京
の
規
定
に
従
っ
て
、
四
月
九
日
に
京
城
に
入
っ
た
。

栄
弘
等
一
行
二
〇
人
は
同
日
義
政
の
国
書
井
に
金
屏
風
腎
張
・
劇
画

扇
三
把
、
長
刀
・
大
刀
各
十
杷
等
を
贈
り
、
そ
の
代
償
と
し
て
麗
版

大
蔵
経
一
蔵
と
、
前
述
の
漢
薬
晶
と
を
回
賜
さ
れ
ん
事
を
交
渉
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
時
翌
週
は
義
政
よ
り
、
文
明
六
年
（
一
四
七
四
）
一

二
月
高
野
山
理
想
院
勧
進
船
の
正
使
難
球
に
「
層
流
繊
偽
、
未
易
究

覆
」
と
し
て
成
宗
よ
り
贈
ら
れ
た
象
牙
の
勘
合
符
一
〇
枚
の
う
ち
の

一
枚
を
持
参
し
、
義
政
の
正
使
即
ち
国
使
と
し
て
の
証
験
と
し
て
い

る
。
蓋
し
象
牙
符
が
実
際
に
且
最
初
に
使
用
せ
ら
れ
た
の
は
、
こ
の

円
成
寺
勧
進
船
に
於
い
て
で
あ
っ
た
。

　
円
成
寺
再
興
助
縁
と
し
て
大
蔵
経
等
を
回
賜
す
る
事
に
関
し
て
、

李
朝
政
府
は
礼
典
等
を
中
心
と
し
て
、
応
仁
二
年
薬
師
寺
重
創
・
文
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明
六
年
高
野
山
西
光
院
修
覆
の
助
縁
の
例
を
斜
愛
し
て
同
年
四
月
一

八
日
に
決
定
を
み
、
大
蔵
経
は
慶
尚
道
に
あ
る
分
を
騒
動
さ
れ
る
事

　
　
　
⑳

に
な
っ
た
。
五
月
二
日
に
は
彼
等
一
行
二
〇
人
は
成
宗
に
謁
晃
、
栄

弘
は
第
六
爵
に
、
副
官
長
信
に
は
第
七
爵
の
官
位
が
儀
礼
的
に
せ
よ

贈
ら
れ
、
一
二
日
の
離
京
に
当
っ
て
、
続
善
隣
国
宝
記
に
収
録
さ
れ

て
い
る
日
本
国
王
（
義
政
）
宛
の
成
宗
の
笛
書
と
、
　
大
蔵
経
一
蔵
を

は
じ
め
と
し
綿
童
画
〇
〇
匹
・
綿
布
三
〇
〇
匹
・
正
布
四
〇
〇
距
等

を
は
じ
め
、
前
述
し
た
漢
薬
等
を
贈
ら
れ
て
い
る
。
特
に
大
蔵
経
に

於
い
て
は
「
已
端
国
用
虚
耗
」
と
い
わ
れ
、
こ
の
時
同
行
し
た
千
島

主
遽
叉
の
大
蔵
経
求
請
に
対
し
て
は
、

日
本
国
王
電
影
求
請
、
又
因
請
酋
求
去
、
殆
尽
無
余

と
返
嘱
し
、
千
島
の
有
無
は
「
帰
島
未
聞
」
と
し
て
処
置
し
て
い
る
。

千
島
が
何
処
の
島
興
を
指
す
の
か
極
め
て
判
定
に
苦
し
む
の
で
あ
る

が
、
　
義
政
の
遣
使
に
対
し
て
は
、
　
文
明
六
年
以
来
の
事
で
あ
り
、

「
今
別
し
て
上
国
に
貢
し
、
又
交
隣
を
迫
る
。
財
用
の
費
、
古
を
視

て
頗
る
繁
し
」
と
い
わ
れ
乍
ら
、
成
宗
の
決
裁
に
よ
り
円
成
寺
再
興

助
縁
に
回
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
五
月
一
二
日
京
城
を
離
れ
た
栄
弘

一
行
は
、
五
月
二
九
鼠
「
高
麗
国
を
出
船
」
し
て
い
る
。
蓋
し
前
に

触
れ
た
如
く
釜
山
・
京
城
倭
人
の
上
京
規
定
を
順
守
し
て
、
往
還
共

同
一
路
に
よ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
推
定
が
誤
り
な
け
れ
ば
二
六

日
に
釜
山
浦
に
到
着
し
、
三
罠
霞
の
二
九
日
に
出
帆
し
た
事
に
な
る
。

知
恩
院
累
代
同
姓
記
録
に
よ
れ
ば
、

五
月
玉
傷
臼
高
麗
国
嵐
船
し
、
七
月
十
四
日
堺
浦
に
帰
船
せ
り
。
管
務
に
訴

　
へ
三
聖
丼
異
派
を
献
ず
。
管
務
又
此
由
を
奏
し
、
永
く
三
蔵
（
註
・
麗
版
大

蔵
経
）
を
国
家
鎮
護
に
賜
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
、
堺
帰
港
を
交
明
一
四
年
七
月
一
四
日
と
記
し
て
い
る
。
栄
弘
の

円
成
寺
再
興
は
こ
の
大
蔵
経
将
来
に
刺
戟
さ
れ
て
軌
道
に
の
っ
た
の

で
あ
ろ
う
が
、
兄
美
作
守
入
道
事
事
の
二
男
栄
助
に
譲
り
、
念
仏
院

に
隠
遁
、
文
明
一
九
年
（
一
四
八
七
）
四
月
に
六
八
歳
で
没
し
た
。

　
今
度
の
円
成
寺
本
堂
解
体
修
理
に
と
竜
な
っ
て
、
本
堂
内
よ
り
発

見
せ
ら
れ
た
経
蔵
の
棟
札
は
、
長
さ
一
一
六
・
九
糎
、
巾
八
糎
の
も

の
で
あ
る
が
、

以
従
永
正
黒
駁
癸
酉
至
純
弊
誌
奉
転
一
切
経
論
蔵
皇
風
永
扇
仏
日
増
輝
者
也

永
正
十
一
年
軍
成

内
州
寿
璃
書

孟
夏
唖
聾
吉
日

の
表
現
が
あ
り
、
永
正
一
一
年
四
月
に
完
成
を
み
た
経
蔵
の
棟
札
で

あ
る
事
が
知
ら
れ
、
栄
弘
が
大
蔵
経
を
将
来
し
て
よ
診
実
に
三
二
年

目
に
麗
版
大
蔵
経
を
心
置
す
る
経
蔵
が
建
立
せ
ら
れ
た
事
が
判
明
す

る
。
本
堂
供
養
が
永
正
八
年
（
一
五
一
一
）
三
月
に
行
わ
れ
た
事
実
を
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み
れ
ば
、
蓋
し
当
然
の
趨
勢
で
あ
ろ
う
。

五
　
大
蔵
請
来
二
合
船
残
録

　
文
明
一
四
年
の
円
成
寺
勧
進
船
に
関
す
る
史
料
は
極
め
て
少
い
が
、

当
時
栄
弘
の
侍
僧
と
し
て
渡
航
し
た
蓮
舜
等
の
自
筆
に
か
か
る
費
用

状
断
簡
が
「
大
蔵
請
来
二
合
船
残
録
」
と
題
し
て
円
成
寺
に
保
存
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
既
に
大
罠
本
史
料
に
竜
収
録
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
余
り
関
心
を
引
か
な
か
っ
た
も
の
の
様
で
あ
る
。
本
浦
は
栄
弘

を
主
班
と
す
る
高
麗
船
派
遣
に
関
す
る
有
力
な
史
料
で
あ
り
、
大
日

本
史
料
の
脱
文
を
補
う
意
味
で
左
に
掲
示
す
る
事
に
し
よ
う
。

　
（
原
表
紙
表
題
）

㈱
　
　
　
文
明
＋
三
轟
士
万
雲
百

　
　
二
　
合
　
船
　
臼
　
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薬
師
院

　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓮
　
舜
（
花
押
）

㈲
　
三
百
文
け
キ
、
ノ

　
　
　
　
　
イ

誘
駐
妬
雰
葺

　
　
　
　
　
代

凋
謝
野
望
・
参
・

　
　
　
　
　
イ

　
同
臼
　
下
ノ
せ
キ

　
　
ニ
百
文
　
サ
フ
ラ
ノ

　
　
　
　
　
　
イ

（
継
昌
・
但
門
出
開
丈
）

　　

@　

D
碧
文
韻

　
　
　
　
同
下
ノ
せ
キ
ニ
テ

　
　
　
　
　
五
百
文
　
櫃
．

　　

@　

k
哲
巽
＝
ア
伽
キ
、
ノ

　
　
　
　
同
廿
三
日

　
　
　
　
　
百
五
＋
文
轡
キ
、
ノ

　　　　o）　：・

　瞬　同　＋i

饗葎i
半　　　文　i

ノ

リ

コ

シ

罵ニ
ノ　合

チ舟
ン　　ノ

畢月＋・

図H文
口こ1　ヨ代サ

　　　　ケ　　リ
　ノ　　　　　ノ

．．．　　廿　卦　　十

一：五八 @耳百合M’

　　　Aテ　　　昊券文文

　　　蕃讐繋
　　　九　　　　ノ　ノ　升
　　　十

　　　　　　　（c）

　　　　　　　　　　　　代ク＝大
フ井　　　ト7
シヲ　　　キ子
代　　　　サウ

　　　カグ
　　　テト
　　　　ノレ

代ア

　z
　ヲ

そ
ノ

文せ

　き
　7r

代ク

　で

　ノ

背
葺
六
文
欝

謎
翌
驚

同
剰
妾
饗
伽

　三
四H
百
文
イ1）ト

　マ
　ノ
　カ

　ス
　’H価

　五
　テ
　ウ

十　　　『
百三士五平1

交魚文文
サ舟代イ代マ代ク
ケタ　ワ　メ　リ
ノツ　シ　ノ　ノ
代ル　ノ　　ー
ト　ニ　　升
キ　升　　ノノ

＋
転
回
畑
袈
諺
テ

二
合
舟
ノ
代
、
米
廿
五
俵
ア
ク
ル

　　

@　

@　

@
正
調
聾
要
霧
＋
憂
ア
〃
ル

ノ
リ
コ
シ
・
．
【
繊
ス
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冊
臼

　
　
十
ニ
タ
ソ

。
諾
文
騨
〃
せ
ン
ト
ウ
礼

．
」
夏
・
ナ
要
方
へ
・
礼
せ
・

日
却
＋
文
舞
勢
諺
ノ

同
ぎ
七
三
薬
代

舖
嵩
ケ
ノ

　
　
百
、
文
＋
葺
・
サ
ケ
ノ
代

鱒
m
望
焔
文
霧
〃
代

㎡
□
文
変
シ
・
ノ
代

へ
甚
百
三
＋
券

舟
方
ノ
ノ
リ
コ
シ
重
落
ス
謂
文
・
イ
方
へ
・
礼

醗
禦
妄
塑
男
諺
ノ

」
夏
い
郵
エ
ノ

同
ロ
μ
　
　
　
ニ
カ
ウ
せ
ン
ノ

百
文
鷹
ヤ
ク
ノ
ト
キ
礼

　
二
百
文
弛
媚
爪
姻
両
田
ノ

。
響
文
霧
〃
代

　
　
　
　
惣
都
合
四
貫
三
百
四
十
二
文

　
　
十
二
月
廿
一
田
滋
リ
ニ
合
舟
飯
料
日
記

　
カ
ウ
ラ
イ
米

　
　
三
斗
一
升
四
合
　
大
ッ
コ
モ
リ
マ
テ
ノ
分

　
　
　
正
月
一
日
ヨ
リ
ノ
分

　
十
日
マ
テ
ノ
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
十
一
鍵
ヨ
リ
骨
マ
テ
ノ
分

　
　
五
斗
一
升
ニ
ム
阿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
斗
五
升
五
A
口

　
廿
一
H
ヨ
リ
ツ
コ
モ
リ
マ
テ

　
　
六
斗
四
升
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
一
石
八
斗
一
升
五
合

僻
二
月
百
謬

（i）　1　（H）　i　（G）　1・

　ミ　　　　　　ミ

i冒Ui
　i　　　半　i

萱嘆評

i　　　…E　－li◎　十　　　寸f　瀦卜

i直懸茜1青罐l
i　合　　合　　チト同チi・　一　　チ1一ツチ1・

十
一
日
ヨ
リ
廿
H
マ
テ
ノ
分

　
七
里
二
升
四
合

　
以
上
二
石
八
升
四
合

十
一
H
ヨ
リ
廿
臼
マ
テ

　
六
斗
四
升

　
以
上
一
石
八
斗
一
升
二
合

蓮
　
舜

　
　
　
　
　
　
上
官
人
、
、
、
ヤ
コ
ノ
ホ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
此
間
欠
丈
）
　
　
　
　
　
　
　
　
：
…
：
：
・
：
・
：
・
：
・
：
・
：
…

　
　
　
　
　
へ
以
上
婁
九
二
ン
メ
ン
ノ
分

　
　
　
　
　
へ
以
夫
早
護
ホ
イ
ノ
分

：
：
：
・
：
・
：
・
：
：
；
：
・
：
　
　
　
　
　
　
　
（
曲
間
欠
文
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　

GD

p
せ
ン
ト
ウ
廿
璽
人
口
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
カ
　

　
　
ケ
ン
シ
殿
・
リ
ニ
シ
ヲ
タ
ロ
ウ
　
　

○
ホ
ン
ア
ニ

　
　
　
　
　
○
サ
遣
右
シ
ノ
ホ
フ
シ
　
　

A
口
廿
七
人

　
　
　
三
人
鶴
助
〃
噸
へ
下
ヘ
ニ
人
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・
：
・
：
・
：
・
：
：
：
・
：
…
：
（
料
紙
異
質
）

　
　
　
　
　
六
月
骨
覆
ヨ
リ
圃
十
月
冊
日
マ
テ
ノ

㈹
以
上
合
玉
石
六
斗
｝
升
　
　
入
メ

　
　
L
T
五
月
分
　
人
珊
毎
月
一
升
ツ
・
ノ
下
行
也

　
　
以
上
合
三
石
三
斗
舟
方
ノ
リ
米
ノ
下
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
チ
番
シ
ヤ
ウ

　
　
　
合
三
石
八
斗
三
升
ス
ミ
ヤ
キ
ノ
カ
ζ
レ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
飯
ノ
入
酉

　
　
　
孟
斗
　
大
般
若
ノ
御
布
施
か
妙
η
帥
槽
コ
ァ
柳
佃

　
勢
二
段
ミ
ナ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
せ
キ
ヤ

ω
　
一
貫
文
　
　
枕
牌
勒
コ
ノ
両
人
二
出
ス
　
三
百
文
カ
モ
ン
方
へ
出
ス

囎
姦
〃
診
　
　
同
弔
f
殖
書
道
ホ
・

廿
欝
七
＋
峯
翼
代
　
骨
璽
麦
感
受
テ
事
ン

」ハ

D
発
響
ウ
三
婁
」
翻
文
簗
華
チ
ン
妻

廿
講
妄
蒼
璽
枚
代
骨
叫
蕗
舞
リ
ノ

訳
ず
鷺
シ
量
　
　
同
三
笠
聾
編
ア

　
骨
三
ロ
ヨ
リ
廿
九
日
マ
テ
ノ
分

　
　
百
文
サ
ウ
シ
ノ
代

　
　
　
ハ
＼
以
上
A
璃
七
貫
六
菖
六
十
－
四
文

　
　
　
二
月
一
日
ヨ
リ
日
記

評
文
響
エ
ノ
　
　
同
ぎ
文
百
ノ
酒
一
ア

Φ9

@
　
　
　
交
明
拾
参
年
痒
七
月
十
一
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蚤

　
　
高
麗
舟
中
率
米
以
下
日
記

㈹
廿
一
日

　
　
　
以
上
一
石
九
斗
二
升
八
合

　
　
　
　
惣
合
五
石
七
斗
五
升
八
合

　
　
七
月
一
目
ヨ
リ
　
日
記

　
　
　
　
以
上
壱
石
八
斗
九
升

同
十
一
日
ヨ
リ

　
　
　
　
M
以
上
二
石
日
山
ハ
A
口

廿
一
疑
ヨ
リ

　
　
　
　
以
上
一
石
八
斗
二
升
四
合
ヵ

　
　
　
　
惣
合
五
石
動
斗
三
升
ヵ

⑥
　
後
七
月
一
日
ヨ
リ

　
　
　
十
日
マ
テ
ノ
分

　
　
　
　
以
上
合
一
石
八
斗
四
升
八
合

　
　
　
十
一
得
濁
リ
廿
鐸
マ
ア

　
　
　
　
以
上
合
一
石
八
斗
四
升
四
合

　
　
　
廿
九
日
マ
テ

　
　
　
　
以
上
合
一
石
六
斎
六
升
四
合

　
　
　
物
脚
ム
霞
五
石
ご
　
斗
五
升
六
△
口

　
　
八
月
一
日
ヨ
リ

　
十
日
マ
テ
ノ
分

　
　
　
以
上
合
一
石
八
斗
四
升
八
含

（
花
押
）

ッ
コ
モ
リ
マ
テ
ノ
分
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同
十
一
田
ヨ
リ

　
　
　
以
上
合
一
二
七
斗
一
升
四
禽

　
十
五
日

㈲
　
一
貫
文
　
　
　
　
代
米
七
斗
五
升

』
劉
　
　
七
斗
八
升
珊
葬
含

　
荷
廿
五
日

　
　
一
貫
山
公
手
控
入
　
　
　
代
米
一
石
雲
斗
舟
丑
｛
疋

　
　
　
ハ
＼
合
八
貫
六
百
文
　

九
月
分

　
ツ
モ
コ
リ
マ
テ
ノ
分

⑨
　
　
物
心
ム
ロ
五
石
七
三
六
升
五
ム
ロ

　
　
六
月
一
田
ヨ
リ

　
　
　
以
上
一
石
九
斗

　
　
圃
十
一
日
ヨ
リ

　
　
　
以
上
一
石
九
曜
三
升

の
如
く
㈲
か
ら
⑨
に
至
る
一
七
紙
・
全
長
三
〇
～
二
糎
よ
り
成
る
。
料

紙
は
概
ね
薄
綿
紙
で
あ
る
が
、
本
…
巻
は
大
凡
そ
五
種
類
よ
り
成
る
も

の
で
、
い
ま
料
紙
・
寸
法
及
び
筆
蹟
と
、
そ
の
内
容
上
よ
り
分
類
し

て
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
先
づ
薬
師
院
蓮
舜
の
自
筆
に
か
か
る
「
二
合
船
臼
記
」
に
属
す
る

竜
の
と
し
て
は
、
A
B
C
D
E
F
P
の
七
紙
、
　
「
高
麗
舟
中
赤
米
以

下
礒
記
」
に
属
す
る
と
判
定
さ
れ
る
も
の
と
し
て
、
M
N
O
Q
の
四

紙
、
こ
の
両
日
記
の
料
紙
が
概
ね
縦
驚
二
・
六
糎
前
後
で
あ
る
の
に

比
べ
て
二
六
・
四
三
竜
あ
り
、
又
記
入
方
法
も
少
友
異
に
す
る
K
一

紙
と
、
二
合
船
日
記
と
記
入
方
法
は
類
似
す
る
が
、
K
と
同
じ
紙
高

を
有
す
る
L
一
紙
、
及
び
蓬
舜
の
覚
書
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、

前
記
両
日
記
と
紙
質
を
異
に
す
る
G
H
至
」
の
台
紙
に
分
つ
事
が
出

　
　
　
　
　
　
り
　
む

来
る
。
工
合
船
残
録
と
仮
題
せ
ら
れ
て
い
る
に
一
応
し
い
断
簡
で
あ

る
事
は
、
前
記
し
た
内
容
や
、
五
種
類
に
分
類
出
来
る
点
か
ら
み
て

も
明
か
で
あ
る
が
、
こ
の
順
序
・
内
容
不
同
の
一
巻
は
、
元
来
寛
文

一
兀
年
（
一
六
六
一
）
七
月
頃
に
知
国
心
院
良
品
助
終
か
、

更
今
膚
＝
興
霞
之
運
｝
為
壊
扁
先
師
故
宅
↓
礫
乎
有
当
綜
竹
之
音
一
余
戦
練
以
得
晶

請
経
渡
海
記
於
槙
壁
之
申
↓
竹
符
燭
壌
、
恰
似
昌
蝸
体
軸
距
『
下
文
一
二
十
有
余

紙
、
分
折
若
干
也
、
以
下
昌
閑
軒
一
閲
数
園
、
将
左
レ
之
右
レ
之
、
下
焉
上
書
、

錯
乱
紛
々
、
不
レ
該
　

と
「
知
恩
院
縁
起
」
の
序
で
述
べ
て
い
る
如
く
、
栄
弘
・
栄
助
の
住

持
し
た
当
寺
知
恩
院
の
襖
の
下
張
り
中
よ
り
発
見
し
た
も
の
で
、
二

十
余
枚
発
見
さ
れ
た
・
も
の
の
、
当
時
已
に
順
序
は
錨
乱
し
、
良
助
に

よ
っ
て
漸
く
、
現
今
の
よ
う
な
巻
子
本
に
改
装
さ
れ
、
　
「
大
蔵
請
来

エ
合
船
残
録
」
と
題
せ
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
改
装
さ
れ

た
残
録
は
、
当
初
袋
綴
本
で
あ
っ
た
事
は
、
こ
の
遺
影
よ
り
推
定
せ
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ら
れ
、
栄
助
没
後
に
溢
し
た
な
く
も
襖
の
下
張
り
に
用
い
ら
れ
て
い

た
竜
の
で
、
良
助
の
「
知
恩
院
縁
起
」
を
製
す
る
有
力
な
史
料
と
愚

な
つ
た
し
、
残
欠
な
が
ら
今
日
に
伝
え
ら
れ
る
に
至
っ
た
理
由
が
判

明
す
る
。

　
今
二
合
船
日
記
の
七
紙
の
内
容
を
調
べ
て
み
る
と
、
A
は
所
謂
本

紀
の
表
紙
で
あ
り
、
文
明
一
三
年
一
二
月
一
三
日
、
後
述
す
る
如
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

下
記
で
滞
在
中
に
作
ら
れ
た
竜
の
で
あ
ろ
う
。
唯
二
合
船
と
表
記
す

る
二
合
は
勘
合
船
を
意
味
す
る
事
は
否
定
出
来
な
い
が
、
こ
の
種
の

記
録
・
史
料
と
し
て
は
、
管
見
で
は
初
見
の
史
料
で
今
後
の
研
究
に

侯
ち
た
い
と
思
う
。
B
は
現
在
表
紙
に
連
接
し
て
い
る
が
、
九
月
一

二
日
以
前
か
ら
一
一
月
二
一
臼
に
至
る
薪
・
油
・
松
明
木
等
購
入
の

明
細
が
記
さ
れ
て
居
り
、
九
月
＝
一
日
・
二
〇
・
二
三
日
の
条
に
は

下
関
の
注
記
が
あ
る
点
、
少
く
共
交
明
二
二
年
九
月
中
旬
以
降
に
栄

弘
は
下
関
に
あ
っ
た
事
が
立
証
さ
れ
る
。
C
は
一
二
月
一
九
日
よ
り

文
明
一
四
年
二
月
二
一
日
迄
の
副
食
物
や
粟
・
鵬
柿
の
菓
子
や
塩
・

酒
代
等
の
明
細
を
記
し
て
い
る
が
、
蒋
に
正
月
の
分
が
中
心
を
な
し

て
い
る
し
、
B
・
C
の
記
載
罪
に
よ
っ
て
み
れ
ば
、
一
一
月
二
二
日

か
ら
一
長
月
一
八
逆
算
の
欠
文
が
予
測
さ
れ
る
。
更
に
二
月
一
三
日

以
降
は
、
直
ち
に
D
に
接
続
す
る
も
の
か
ど
う
か
、
欠
文
が
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
唯
正
月
一
七
日
の
条
で
、
　
「
舟
タ
ツ
ル
ト
キ
ノ
サ

ケ
ノ
代
」
と
し
て
百
文
を
明
記
し
て
い
る
の
は
、
D
の
同
日
の
条
と

対
校
し
て
、
文
明
一
四
年
一
月
一
七
日
に
下
関
を
出
帆
し
た
事
実
を

物
語
る
史
料
と
し
て
甚
だ
興
味
深
い
点
で
あ
ろ
う
。
D
は
前
半
四
行

を
主
と
し
て
二
合
船
の
費
用
に
関
す
る
銭
布
代
と
、
後
半
六
行
を
三

月
一
日
か
ら
三
聖
頃
に
及
ん
で
の
酒
代
・
礼
銭
・
餅
代
等
が
明
記
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
断
簡
一
紙
は
栄
弘
一
行
を
の
せ
た
円
成
寺
船
の
性

格
を
示
す
重
要
な
史
料
で
、
二
〇
雪
交
即
ち
米
町
六
俵
代
を
「
二
合

舟
ノ
代
」
、
　
一
〇
貫
文
を
「
舟
方
十
人
ノ
チ
ソ
」
と
し
て
支
払
い
、

一二

肢
齠
冾
ﾉ
は
二
〇
〇
文
を
船
頭
の
礼
と
し
て
内
田
殿
へ
、
二
日
に

は
三
〇
〇
文
を
船
主
へ
、
二
〇
〇
文
を
「
ハ
タ
ト
ノ
」
へ
、
一
〇
〇

文
を
二
合
船
の
契
約
の
礼
銭
と
し
て
明
記
し
て
い
る
。
二
合
船
の
代

と
し
て
二
〇
貫
文
を
注
記
し
て
い
る
の
は
、
円
成
寺
勧
進
船
が
、

「
百
文
ト
イ
方
ヘ
ノ
早
し
、
「
百
文
二
合
舟
ノ
契
約
ノ
ト
キ
礼
」
、
「
三
百

文
舟
主
ノ
方
ヘ
ノ
礼
銭
」
と
か
「
五
十
文
問
屋
ノ
ウ
チ
ノ
物
ニ
ト
ラ

ス
ル
」
等
の
記
載
と
対
照
し
て
み
れ
ば
、
明
か
に
当
時
の
遣
明
船
の

場
合
と
岡
じ
掛
船
で
あ
っ
た
事
が
認
め
ら
れ
る
。
　
「
内
田
殿
」
は
如

何
な
る
人
物
か
詳
か
で
な
い
が
、
三
月
工
日
の
「
二
百
文
ハ
タ
ト
ノ

エ
ノ
礼
銭
」
の
ハ
タ
殿
は
蓋
し
海
西
路
閣
処
鎮
守
と
か
西
海
島
対
馬
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州
関
処
守
の
肩
書
き
を
竜
つ
た
秦
盛
幸
か
、
そ
の
一
族
を
指
す
竜
の

で
あ
ろ
う
。
　
秦
盛
幸
は
対
馬
沙
加
浦
（
佐
賀
）
に
太
・
居
を
も
つ
て
い

た
。
寛
正
五
年
（
一
四
六
四
）
対
馬
島
主
宗
成
職
は
盛
幸
等
を
朝
鮮
に

派
遣
し
て
明
と
の
交
通
を
開
こ
う
と
し
た
時
、
礼
曹
は
「
秦
盛
幸
対

馬
島
執
権
用
事
盛
人
」
と
奏
し
て
い
る
。
栄
弘
等
が
こ
の
五
心
へ
挨

拶
を
し
た
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
し
、
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
D
は
恐
ら

く
対
馬
に
於
け
る
支
出
の
明
細
を
中
心
と
し
た
も
の
と
認
め
て
誤
り

な
か
ろ
う
。
唯
本
紙
も
欠
文
で
あ
る
事
が
お
し
ま
れ
る
。

　
E
も
前
を
欠
き
何
月
の
も
の
か
詳
か
で
な
い
が
、
後
半
は
F
に
接

続
し
文
明
二
二
年
＝
一
月
二
一
日
か
ら
翌
年
三
月
二
九
日
に
至
る
間

の
飯
米
の
注
文
で
、
正
月
か
ら
三
月
の
三
ケ
月
は
夫
女
山
〇
日
間
つ

つ
の
使
用
米
を
連
記
し
て
い
る
。
こ
の
二
合
舟
飯
料
野
梅
は
同
一
四

年
三
月
二
九
日
で
終
結
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
前
半
の
金
銭
注
文

は
三
月
の
竜
の
で
、
D
・
E
の
間
に
多
少
の
欠
文
が
あ
る
と
云
え
よ

う
。
最
後
に
P
は
四
行
の
断
片
で
九
月
一
五
日
か
ら
二
五
日
に
至
る

代
米
を
注
記
し
、
　
「
舟
升
」
の
存
在
が
確
認
せ
ら
れ
る
点
よ
の
み
て
、

文
明
一
三
年
九
月
、
船
中
に
於
け
る
散
用
状
と
認
め
ら
れ
る
。

　
G
H
I
J
の
四
紙
は
綿
布
使
用
の
注
記
と
、
高
麗
船
々
頭
、
検
使

人
、
中
間
下
部
等
の
人
数
を
注
記
し
た
雑
記
の
断
簡
で
、
そ
の
順
序

は
全
く
復
元
畠
来
・
な
い
ひ
唯
、
H
I
の
二
尉
は
血
肉
よ
り
京
城
に
至

る
上
京
の
時
に
使
用
し
た
木
綿
数
量
を
収
め
て
い
る
点
、
注
目
さ
れ

る
。　
M
頁
O
Q
の
四
紙
は
高
麗
船
中
に
お
け
る
飯
米
の
使
用
量
を
注
記

し
た
も
の
で
、
M
は
表
紙
、
花
押
は
明
応
三
・
六
年
度
の
落
書
に
み

え
る
栄
助
の
も
の
と
類
似
す
る
が
、
栄
助
は
文
明
二
二
年
に
は
一
一

歳
に
当
り
、
円
成
寺
僧
の
誰
か
に
求
む
動
き
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
さ

て
こ
の
四
紙
の
中
、
最
後
の
Q
は
、
N
に
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
事

は
「
祥
月
一
日
」
・
「
同
十
一
日
」
よ
り
、
及
び
N
の
二
一
日
の
三
春

が
「
惣
合
五
石
七
十
五
升
八
合
」
と
完
全
に
一
致
し
、
連
筆
で
あ
る

点
か
ら
も
、
本
断
片
は
N
に
先
行
す
る
竜
の
と
認
め
て
よ
い
。
然
ら

ば
Q
の
紙
鳶
黒
眉
の
分
と
し
て
「
惣
合
五
心
七
斗
六
升
五
合
」
は
五

月
分
の
総
計
で
あ
る
事
が
知
ら
れ
る
。
故
に
N
は
六
月
一
二
こ
口
り

七
月
分
の
使
用
米
の
注
交
で
あ
る
点
、
次
の
後
七
月
・
八
月
分
を
記

し
た
0
と
連
接
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
七
月
は
文
明
一
四
年
の
閏

月
で
あ
り
、
こ
の
現
存
す
る
四
紙
は
共
に
交
明
一
四
年
度
五
月
か
ら

八
月
二
〇
日
に
至
る
断
簡
と
考
え
ら
れ
、
前
文
欠
で
あ
る
事
は
明
か

で
あ
る
。

　
最
後
に
K
は
使
用
米
を
記
載
す
る
点
に
於
い
て
率
米
以
下
臼
記
の
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範
購
に
入
る
も
の
で
あ
る
が
、
記
載
方
法
も
多
少
異
に
し
て
い
る
。

M
N
O
Q
の
藁
紙
が
飯
米
使
用
量
を
記
載
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本

断
片
は
そ
れ
以
外
の
別
途
の
も
の
で
あ
る
ら
し
い
。
殊
に
数
行
の
断

片
で
は
あ
る
が
、
舟
方
ノ
リ
米
と
し
て
一
五
ケ
月
分
三
石
↑
二
斗
の
米

量
を
記
し
、
舟
方
は
｝
ご
一
人
い
た
事
が
判
明
す
る
し
、
又
釜
山
堺
に

て
大
般
若
経
を
転
読
し
た
時
の
布
施
と
し
て
三
斗
を
僧
六
人
に
支
出

し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
円
成
寺
勧
進
船
に
少
く
共
栄
弘
等
六
人
の

僧
が
乗
船
し
て
い
た
事
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
L
は
A
B
C
D
E
F
P
の
二
合
船
臼
説
の
断
片
と
同
一
の
記
載
法

で
あ
り
、
蓮
舜
の
筆
に
か
か
る
も
の
と
認
め
て
よ
い
。
唯
こ
の
一
紙

は
後
半
に
「
二
月
田
沼
ヨ
リ
日
記
」
の
注
記
が
あ
り
、
前
半
の
二
二

貝
か
ら
始
ま
る
明
細
は
蓋
し
文
明
一
四
年
一
月
の
も
の
と
認
め
て
よ

い
と
思
う
。
即
ち
兵
庫
関
屋
と
か
堺
よ
り
兵
庫
迄
等
の
注
記
は
、
栄

弘
一
行
が
堺
よ
り
兵
庫
を
経
て
下
関
に
至
っ
た
事
を
証
す
る
有
力
な

史
料
で
、
五
良
丸
・
ヒ
三
二
郎
の
下
部
の
名
、
或
は
二
六
日
に
は
米

百
石
を
三
貫
交
で
堺
迄
運
漕
し
て
い
る
事
、
当
時
の
勘
合
船
が
大
量

の
米
穀
を
舶
載
し
て
い
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
K
と
同
様
に
前
後

欠
文
の
あ
る
薯
は
明
か
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
こ
の
残
録
一
巻
は
良
助
が
「
大
蔵
請
来
二
合
船
残
録
」

と
名
付
け
た
よ
う
に
、
栄
弘
を
主
班
と
す
る
円
成
寺
重
版
大
蔵
経
請

来
に
関
す
る
米
銭
の
掌
理
状
の
断
簡
で
あ
り
、
欠
文
が
非
常
に
多
い

為
に
全
貌
を
窺
知
し
得
な
い
恨
み
が
あ
る
が
、
雑
肉
の
断
片
の
注
記

等
に
よ
つ
て
、
堺
・
兵
庫
・
下
関
・
対
馬
・
釜
山
浦
を
経
て
京
城
に

達
し
た
事
が
推
定
し
う
る
し
、
天
文
八
年
（
｛
五
三
九
）
の
大
願
寺
蔵

の
「
尊
海
渡
日
記
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
対
馬
に
於
い
て
渡
海
船

の
借
船
を
し
て
い
る
点
、
当
時
の
高
麗
船
と
よ
ば
れ
た
勘
合
船
の
性

格
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
唯
尊
海
渡
海
日
記
の
如
く
、
所
謂
紀
行

文
で
な
い
為
に
そ
の
価
値
は
少
い
一
面
も
あ
る
が
、
反
面
米
銭
の
記

入
を
主
体
と
す
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
経
済
的
実
情
が
窺
わ
れ
、

船
中
に
於
け
る
実
態
が
お
ぼ
ろ
げ
乍
ら
推
知
し
得
る
事
も
興
味
深
い
。

唯
文
明
年
間
の
早
し
い
勘
合
船
派
遣
に
か
か
わ
ら
ず
、
渡
鮮
記
が
実

存
せ
ぬ
今
日
、
断
簡
の
集
成
と
は
い
い
乍
ら
、
貴
重
な
竜
の
と
云
う

べ
き
で
あ
ろ
う
。

六
　
円
成
寺
麗
版
と
増
上
寺

　
栄
弘
に
よ
っ
て
請
来
せ
ら
れ
た
網
版
大
蔵
経
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
彼
の
没
後
に
至
っ
て
円
成
寺
内
に
経
蔵
が
再
建
せ
ら
れ
て
収
納
せ

ら
れ
慶
長
一
四
年
（
一
六
〇
九
）
に
及
ん
だ
。
し
か
る
に
当
時
徳
川
家
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康
は
増
上
寺
蓬
莱
（
普
光
観
智
出
師
）
め
為
め
に
、
更
に
徳
川
家
菩
提

寺
と
し
て
の
見
地
か
ら
で
あ
ろ
う
大
蔵
経
の
蒐
集
を
は
じ
め
て
い
た

よ
う
で
、
完
本
を
探
索
中
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
円
成
寺
本
堂
東
北
隅

の
米
倉
に
充
て
ら
れ
て
い
た
板
壁
に
、

当
寺
之
一
切
経
ト
リ
ノ
一
三
耀
下
五
日
ノ
夜
半
時
□
よ
り
も
、
な
ら
一
乗
院
様

　
へ
と
申
候
て
、
そ
れ
よ
り
同
十
六
日
二
ふ
し
ミ
へ
参
候
て
、
御
二
様
へ
上
申

候
、
す
る
か
よ
り
も
又
恵
と
の
さ
う
ち
う
寺
へ
［
口
［
］
其
処
二
御
座
候

　
　
慶
長
拾
四
年
ト
リ
五
月
口
口
日
乗
海
（
花
押
）

御
所
様
よ
り
一
切
経
之
か
〔
口
口

御
知
行
百
五
石
瓦
下
荷

亥
ノ
八
月
廿
一
臼
エ
御
検
地
□
な
り
□

と
い
う
墨
書
が
発
見
さ
れ
、
慶
長
一
四
年
三
月
、
円
成
寺
の
本
寺
、

興
福
寺
一
乗
院
宮
尊
勢
の
口
添
え
で
家
康
に
献
上
、
そ
の
代
償
と
し

て
知
行
百
五
石
加
増
せ
ら
れ
た
由
縁
を
明
記
し
て
い
る
。
栄
弘
請
来

の
麗
版
が
増
上
寺
に
移
納
…
さ
れ
た
事
は
、
延
享
五
年
（
一
七
四
八
）
の

「
縁
山
越
大
蔵
風
録
」
巻
上
に
収
め
る
知
蔵
早
天
の
序
文
や
、
文
政

二
年
・
（
一
八
一
九
）
の
「
俗
念
士
心
」
巻
二
に
も
増
上
寺
経
蔵
の
宋
・
元
・

麗
瓢
一
蔵
の
う
ち
、
麗
版
大
蔵
経
は
元
来
円
成
寺
の
倉
本
で
あ
る
旨
を

　
　
　
　
⑳

伝
え
て
い
る
。
延
享
の
時
は
こ
の
蔵
経
は
六
三
九
醜
・
六
、
五
八
七
巻

（
撮
）
と
い
い
、
縁
山
垂
心
に
ば
「
賞
華
麗
本
六
千
晶
四
百
六
恰
掴
七
巻
綴
本
」

と
明
示
さ
れ
、
両
者
の
間
に
一
二
〇
冊
の
差
違
が
み
ら
れ
る
。
明
治

三
二
年
八
月
国
宝
と
し
て
指
定
を
み
た
が
、
そ
の
冊
数
は
六
、
五
一
一
コ

冊
で
、
文
政
の
時
よ
り
六
四
冊
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
高
松
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

法
然
・
寺
本
に
よ
っ
て
幕
末
に
補
充
せ
ら
れ
た
と
い
う
。
川
路
野
州
の

「
寧
府
下
事
」
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
五
月
の
日
記
に
よ
る
と
、
奈

良
町
奉
行
と
し
て
大
和
国
内
を
巡
視
し
た
彼
は
一
四
日
に
春
日
奥
山

を
踏
破
し
て
円
成
寺
に
至
っ
た
が
、
そ
の
時
、

高
麗
云
々
と
い
童
書
あ
る
一
切
経
あ
り
、
齢
醐
牒
適
適
揚
驕
戦

難
誌
製
掘
驕
欝
締
繋
楚
榛
和
本
も
あ
り
、
宋
版
と
い
ふ
へ
き

　
一
切
経
も
あ
り
。

の
如
く
、
高
麗
版
を
一
見
し
て
い
る
。
幕
末
に
か
け
て
盛
行
を
み
た

我
国
の
麗
版
復
刻
と
差
違
を
感
取
し
た
聖
談
の
造
詣
竜
さ
る
事
乍
ら
、

慶
長
一
四
年
に
家
康
に
献
じ
た
残
部
が
少
女
当
時
保
存
せ
ら
れ
て
い

た
事
実
が
判
明
す
る
。
現
に
増
上
寺
に
襲
蔵
さ
れ
て
い
る
下
版
は
、

義
天
版
の
如
き
巻
子
本
で
屯
な
く
、
又
宋
二
兀
版
の
如
き
折
本
で
も

な
く
、
袋
綴
の
冊
子
本
で
聖
護
が
一
見
し
た
の
竜
こ
の
種
の
も
の
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
こ
の
事
実
よ
り
類
推
し
て
栄
弘
の
請
来

し
た
麗
版
は
六
、
六
〇
〇
三
余
の
竜
の
で
、
袋
綴
本
で
あ
る
点
、
他
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に
類
例
を
み
ぬ
も
の
と
云
っ
て
よ
か
ろ
う
。

　
慶
長
一
四
年
三
月
に
麗
版
大
蔵
経
を
献
じ
た
円
成
寺
に
対
し
て
、

慶
長
七
年
八
日
の
朱
印
二
二
〇
石
に
更
に
一
〇
堆
石
を
加
増
し
、
以

後
円
成
寺
は
二
三
五
石
の
朱
印
を
保
障
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
同
一

六
年
五
月
に
至
り
、
両
者
の
検
地
が
行
わ
れ
た
。

　
　
　
　
（
成
）

忍
辱
山
円
城
寺
在
之
一
切
経
、
去
慶
長
拾
四
箇
歳
、
大
　
御
素
顔
江
被
　
召

上
候
、
聖
主
御
霊
美
重
而
寺
領
百
五
石
可
付
旨
、
今
度
大
　
御
所
様
、
於
京

都
被
　
仰
出
、
依
其
二
取
前
百
三
拾
石
、
御
加
増
百
五
石
、
高
都
合
弐
百
三

捻
五
石
、
於
和
州
添
上
郡
忍
辱
山
村
内
、
密
今
巴
後
可
有
双
納
候
、
田
地
割

之
目
録
別
紙
一
冊
在
之
、
生
馴
衙
百
五
鼻
付
親
御
黒
印
、
去
月
十
七
礒
孤
被

成
下
大
久
保
石
見
守
奉
之
、
伽
如
件
。

　
　
慶
長
塗
ハ
琴
　
　
鈴
木
左
馬
助
判

　
　
　
　
五
月
廿
三
鼠

　
右
に
よ
れ
ば
一
〇
五
石
の
麗
麗
に
よ
る
加
増
は
二
年
後
の
四
月
一

七
日
奈
良
町
奉
行
大
久
保
長
安
に
下
達
さ
れ
て
承
認
さ
れ
た
も
の
の

様
で
あ
り
、
元
和
三
年
七
月
二
一
臼
に
於
い
て
も
朱
印
に
よ
っ
て
二

三
五
石
が
再
確
認
せ
れ
て
い
る
。

　
家
康
の
増
上
寺
経
蔵
建
立
と
そ
の
充
実
を
は
か
る
大
蔵
経
の
蒐
集

は
、
当
寺
麗
版
を
竜
っ
て
そ
の
蠣
矢
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
現
に
増

上
寺
経
蔵
に
珍
蔵
せ
ら
れ
、
重
要
文
化
財
に
指
定
を
み
て
い
る
も
の

に
、
弓
蔵
…
経
の
外
に
、
慶
長
一
五
年
伊
豆
修
禅
寺
よ
り
召
上
げ
た
元

版
大
蔵
経
、
同
一
八
年
近
江
国
伊
香
郡
の
管
山
寺
よ
り
献
ぜ
し
め
た

　
　
　
　
　
　
　
◎

宋
版
大
蔵
経
が
あ
る
。
前
者
は
四
〇
石
、
後
者
は
五
〇
石
の
朱
印
を

加
増
せ
ら
れ
た
が
、
両
者
に
比
し
て
円
成
寺
が
優
遇
せ
ら
れ
た
の
は
、

一
乗
院
尊
勢
の
助
力
に
依
る
点
と
、
そ
の
先
例
を
開
く
も
の
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
が
、
文
明
一
四
年
に
野
里
に
よ
ゆ
請
来
せ
ら
れ
た

と
い
う
由
緒
明
白
な
る
伝
来
に
も
依
る
為
で
あ
ろ
う
。

　
大
蔵
経
に
よ
っ
て
一
段
と
経
済
酌
に
安
定
を
み
る
に
至
っ
た
当
寺

は
、
文
正
の
炎
上
以
前
の
寺
勢
の
隆
昌
に
は
比
す
べ
き
も
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
興
福
寺
一
乗
院
末
と
し
て
、
極
楽
院
・
来
迎
院
等
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ケ
院
を
も
つ
て
構
成
さ
れ
、
徳
川
時
代
末
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

　
猶
麗
版
を
献
じ
た
当
寺
に
は
他
に
内
典
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
か

っ
た
。
そ
れ
は
聖
護
が
宋
版
を
巡
視
の
節
一
見
し
て
い
る
事
に
よ
っ

て
も
明
か
で
あ
り
、
又
現
に
享
保
元
年
八
月
穀
旦
の
墨
書
銘
麹
有
す

る
「
新
走
造
作
一
切
経
律
論
蔵
庫
」
の
経
蔵
棟
札
が
現
存
し
て
い
る
。

こ
れ
に
は
「
五
〇
四
八
巻
大
蔵
尊
経
」
の
注
記
も
あ
る
点
か
ら
す
れ

ば
、
開
元
釈
経
匿
録
に
よ
る
一
切
経
の
存
在
が
確
認
せ
ら
れ
る
が
、

そ
の
原
本
は
殆
ど
散
失
し
て
実
態
を
明
か
に
し
得
な
い
。
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文
正
元
年
閣
二
月
の
兵
火
に
依
る
当
寺
炎
上
と
、
再
興
を
機
縁
と

し
て
栄
弘
和
楽
界
に
よ
っ
て
求
請
せ
ら
れ
た
麗
版
大
蔵
経
は
、
以
上

の
如
く
慶
長
一
四
年
に
懸
り
増
上
寺
経
蔵
に
移
さ
れ
る
に
至
っ
た
が
、

我
国
に
散
在
す
る
宋
・
元
・
町
版
の
全
て
が
、
そ
の
経
歴
由
緒
の
明

白
に
し
得
ぬ
竜
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
本
蔵
は
そ
の
一
部
が
幕
末

に
致
っ
て
補
充
さ
れ
た
と
は
い
い
乍
ら
、
そ
の
大
半
が
栄
弘
求
請
の

確
証
を
認
知
し
得
を
点
、
史
上
稀
れ
な
屯
の
と
云
っ
て
過
言
で
は
な

か
ろ
う
。

七
　
結

「
欝

　
一
五
世
紀
後
半
、
応
仁
・
文
明
年
間
に
お
け
る
日
鮮
交
渉
に
重
要

な
位
竃
を
占
め
た
麗
版
大
蔵
経
に
就
い
て
考
え
て
み
た
。
特
に
本
稿

は
近
年
に
至
診
奈
良
市
に
編
入
を
み
た
忍
辱
山
門
成
寺
に
曾
て
収
蔵

せ
ら
れ
、
現
に
東
京
・
増
上
寺
に
珍
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
繁
忙
に
つ
い

て
考
察
を
試
み
た
の
で
あ
る
。

　
応
仁
・
文
明
の
大
乱
は
社
会
毒
血
に
於
い
て
屯
、
経
済
上
に
於
い

て
も
大
き
な
変
革
を
与
え
、
守
護
大
名
の
間
に
お
い
て
も
栄
枯
盛
衰

が
顕
著
に
み
ら
れ
る
事
は
衆
知
の
処
で
あ
る
。
応
仁
・
文
明
の
動
乱
．

に
直
面
し
た
寺
社
の
再
興
修
理
が
、
単
に
国
内
を
対
照
と
す
る
勧
進

に
と
ど
ま
ら
ず
に
、
足
利
将
軍
や
山
名
・
斯
波
・
大
内
二
等
の
有
力

な
る
守
護
大
名
の
勘
合
符
を
得
て
、
朝
鮮
に
そ
の
助
縁
懸
求
め
た
の

で
あ
る
が
、
李
朝
朝
鮮
は
当
時
我
国
が
兵
馬
倥
偬
に
明
け
暮
れ
て
い

た
の
に
対
し
て
、
猶
隆
昌
期
に
あ
り
、
誠
に
対
照
的
で
あ
っ
た
。
文

明
二
年
（
成
宗
元
、
一
四
七
〇
）
八
月
足
利
義
政
は
政
所
伊
勢
政
親
を

し
て
軍
需
品
と
し
て
綿
布
類
・
一
等
の
層
層
を
乞
う
た
が
、
釜
山
浦

に
於
い
て
こ
れ
等
の
物
資
を
掠
奪
さ
れ
た
事
件
も
生
じ
、
本
稿
で
述

べ
た
大
内
政
弘
の
如
く
に
軍
事
援
助
を
口
実
と
し
て
堂
六
と
軍
需
物

資
の
要
求
を
申
出
る
も
の
も
あ
っ
た
事
は
、
応
仁
・
文
明
の
内
乱
に

よ
る
我
国
内
の
生
産
力
の
急
激
な
低
下
を
示
す
と
共
に
、
反
面
か
か

る
物
資
の
輸
入
に
よ
っ
て
莫
大
な
利
潤
を
得
ん
と
す
る
竜
の
で
あ
っ

た
。
朝
鮮
貿
易
者
の
分
布
が
対
馬
居
住
の
宗
氏
一
族
等
は
、
対
馬
の

特
殊
性
よ
り
も
群
を
抜
い
た
地
位
を
占
め
て
い
る
の
は
、
肥
前
・
壱

岐
地
区
と
共
に
当
然
で
あ
る
が
、
成
宗
朝
に
於
い
て
特
に
本
土
居
住

者
の
貿
易
者
数
が
躍
進
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
動
乱
と
醇
乎
な
関
係

が
あ
る
。
寧
ろ
応
仁
・
文
明
の
乱
を
口
実
と
し
て
、
李
朝
朝
鮮
に
生

塵
晶
を
求
め
ん
と
す
る
動
向
が
顕
著
で
あ
り
、
文
明
五
年
頃
に
は
義

政
の
使
者
を
し
て
「
此
図
書
非
我
国
文
也
」
と
い
わ
し
め
た
偽
印
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

使
用
し
て
往
来
す
る
使
節
が
多
か
っ
た
事
実
に
徴
し
て
も
、
貿
易
の
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利
潤
が
戦
乱
の
我
国
祉
会
の
生
産
力
低
下
に
反
比
例
し
て
追
求
せ
ら

れ
た
と
い
い
得
よ
う
。

　
島
町
大
蔵
経
輸
入
に
つ
い
て
も
義
天
版
以
来
、
我
国
寺
院
・
権
門

の
垂
涯
す
る
処
で
あ
り
、
成
宗
朝
の
み
に
盛
況
を
み
た
現
象
で
は
な

い
が
、
応
仁
・
文
明
の
乱
前
後
の
我
国
情
は
、
寺
院
炎
上
と
再
興
の

助
援
と
し
て
回
賜
を
乞
う
に
は
よ
き
口
実
と
も
な
っ
た
事
は
否
定
出

来
な
い
。
殊
に
李
朝
朝
鮮
に
あ
っ
て
は
、
世
祖
朝
を
除
い
て
、
新

羅
・
高
麗
二
型
の
傾
心
の
要
因
は
一
に
仏
教
信
仰
の
弊
害
に
起
囚
す

る
所
と
し
て
、
儒
教
立
国
を
以
て
国
政
の
大
本
と
し
た
為
に
、
仏
教

と
い
い
大
蔵
経
と
い
い
、
そ
れ
は
害
有
っ
て
益
無
き
存
在
で
あ
っ
た
。

成
立
朝
に
於
け
る
海
印
寺
大
蔵
経
板
堂
の
修
覆
に
関
す
る
事
件
は
、

単
的
に
そ
れ
を
示
し
て
い
る
わ
け
で
、
大
蔵
経
を
以
て
鎮
護
国
家
の

象
徴
と
し
、
国
宝
と
感
取
し
た
我
国
情
と
は
正
に
雲
泥
の
差
が
あ
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
土
倉
数
百
巻
と
い
う
大
蔵
経
は
善
隣
外
交
の
引
出

物
と
し
て
は
、
大
国
を
自
認
し
た
朝
鮮
の
襟
度
を
示
す
恰
好
な
も
の

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
か
か
る
両
者
の
対
比
を
東
山
文
化
の
荷
担

者
と
し
て
の
義
政
に
、
一
方
成
宗
の
対
仏
教
政
策
に
よ
っ
て
明
か
に

し
た
わ
け
で
あ
る
。
李
朝
朝
鮮
特
に
成
諸
勢
に
お
け
る
彼
国
情
が
詳

か
に
把
握
出
来
な
か
っ
た
の
は
、
世
祖
の
時
の
外
交
使
節
で
あ
る
臼

本
通
信
使
が
遭
難
し
て
以
来
、
成
宗
朝
に
於
い
て
竜
再
三
計
画
さ
れ

乍
ら
、
我
国
情
に
左
右
さ
れ
て
実
行
に
移
さ
れ
ず
に
終
止
し
た
事
が

最
大
の
原
因
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
反
し
て
、
成
宗
に
あ
っ
て
は
、
我

国
の
守
護
大
名
や
対
馬
宗
氏
等
の
使
臣
に
よ
り
、
日
本
の
情
勢
を
案

外
速
か
に
、
且
正
確
に
探
知
す
る
事
が
繊
来
た
。
例
え
ば
応
仁
・
文

明
の
乱
は
、
文
明
二
年
（
成
宗
元
年
）
八
月
伊
勢
政
親
の
野
人
や
一
二

月
に
到
っ
て
対
馬
の
平
世
界
に
よ
り
伝
え
ら
れ
、
同
五
年
九
月
に
は

畠
山
義
勝
の
使
人
に
よ
っ
て
詳
細
が
報
告
せ
ら
れ
て
い
る
（
成
宗
実

録
巻
三
四
、
成
宗
四
年
九
月
庚
寅
ノ
条
）
。
我
国
の
李
朝
に
対
す
る
誤
認

は
、
新
羅
・
高
麗
両
朝
の
崇
仏
政
策
の
先
入
観
に
よ
り
、
こ
れ
を
継

承
し
た
李
朝
に
於
い
て
も
崇
仏
を
国
策
と
誤
認
し
た
た
め
で
、
事
実

国
忌
の
悉
く
は
禅
僧
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
事
に
よ
っ
て
も
明
か
で

あ
ろ
う
。
か
か
る
李
朝
朝
鮮
に
対
す
る
誤
認
は
、
仏
教
を
以
て
三
国

共
通
の
宗
教
と
認
識
し
て
い
た
我
国
の
為
政
漸
を
ピ
ー
ク
と
す
る
守

護
大
名
に
よ
っ
て
、
寺
院
勧
進
船
の
頻
発
と
な
っ
て
示
現
さ
れ
た
。

文
明
一
四
年
の
円
成
寺
勧
進
船
も
、
こ
の
様
な
彼
我
の
国
情
を
理
解

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
義
が
再
確
認
幽
来
る
と
思
う
。

　
特
に
本
稿
に
於
い
て
は
、
諸
寺
社
の
勧
進
船
が
派
遣
せ
ら
れ
、
大

蔵
経
の
将
来
が
行
わ
れ
た
事
は
史
上
明
か
な
処
で
あ
る
が
、
こ
の
応
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仁
・
交
明
年
間
は
勿
論
、
麗
版
大
蔵
経
が
何
時
・
誰
に
よ
っ
て
将
来

せ
ら
れ
た
屯
の
で
あ
る
か
、
現
存
す
る
諸
寺
所
蔵
の
も
の
で
確
認
出

来
る
の
は
絶
無
で
あ
る
。
こ
の
点
栄
弘
に
よ
っ
て
求
請
将
来
さ
れ
た

円
成
寺
の
麗
版
大
蔵
経
は
、
現
に
東
京
・
増
上
寺
に
伝
え
ら
れ
、
麗

版
研
究
に
有
力
な
指
針
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
猶
最
後
に
と
り
あ

げ
た
栄
弘
の
入
鮮
に
関
す
る
米
銭
の
散
用
状
と
い
い
得
る
二
合
船
目

録
は
、
文
明
年
間
の
竜
の
と
し
て
は
特
に
稀
少
な
断
片
で
あ
り
、
そ

の
全
貌
は
窺
知
繊
来
な
い
に
し
て
も
、
高
麗
船
の
実
態
を
把
握
す
る

上
に
於
い
て
は
勿
論
、
当
時
の
堺
・
兵
庫
・
下
関
に
至
る
瀬
戸
内
海

航
路
、
海
運
の
研
究
に
資
す
る
点
が
多
い
と
思
う
。

①
『
歴
史
地
理
』
七
二
巻
エ
号
・
竹
内
理
三
氏
「
中
世
寺
院
と
外
函
貿
易
」

　
鴎
・
専
院
勧
進
船
の
経
営
参
照
。

⑨
　
李
朝
に
対
し
て
軍
資
を
要
求
し
た
例
は
成
宗
元
年
ん
月
に
足
利
義
政
が

　
伊
勢
政
親
を
し
て
、
又
大
内
政
弘
が
成
宗
二
四
年
八
月
に
み
ら
れ
る
。

③
田
中
健
夫
氏
著
『
中
世
海
外
交
渉
史
の
研
究
」
所
収
「
第
三
・
李
薄
層

　
宗
朝
に
お
け
る
日
鮮
交
通
の
諸
問
題
」
参
照
。

④
田
中
氏
前
掲
讃
所
収
六
八
頁
参
照
。
猶
氏
は
『
日
本
文
化
史
大
系
』
（
室

　
町
時
代
）
八
五
頁
に
も
明
示
さ
れ
て
い
る
。

⑤
応
仁
記
巻
三
・
盗
中
大
焼
亡
之
審
。

⑥
芳
賀
幸
四
郎
氏
著
『
東
山
文
化
の
研
究
』
所
収
束
由
文
化
荷
担
番
の
教

　
養
と
世
界
観
・
足
利
義
政
の
宗
教
生
活
と
世
界
観
参
照
。

⑦
竹
内
氏
前
掲
論
文
。
『
青
丘
学
叢
』
三
所
収
用
口
日
出
氏
「
大
蔵
経
板

　
求
諮
と
日
鮮
交
渉
」
等
。

⑧
　
忽
滑
谷
快
天
氏
著
『
朝
鮮
禅
教
史
』
・
旗
田
魏
氏
著
『
朝
鮮
史
』
第
五

　
章
第
二
節
参
照
。

⑨
成
宗
実
録
巻
四
四
・
成
五
五
年
立
六
月
癸
丑
ノ
条
・
芸
文
館
劉
提
二
三

　
士
洪
等
上
疏
参
照
。

⑩
　
成
宗
実
録
巻
九
八
・
成
宗
九
年
十
「
二
丁
亥
ノ
条
・
弘
文
館
副
提
学
成

　
傷
等
の
上
疏
。
同
録
巻
一
六
七
・
二
二
一
五
年
六
月
壬
申
ノ
条
・
侍
講
官

　
金
応
射
啓
等
随
処
に
見
ら
れ
る
。

⑳
燕
由
鷺
日
記
巻
一
・
燕
山
君
即
位
年
＝
一
月
置
辰
・
辛
巳
・
壬
午
ノ
条

　
参
照
。

⑫
　
忽
滑
谷
快
天
氏
薯
『
朝
鮮
禅
教
史
』
千
三
編
第
三
章
参
照
。

⑬
　
成
宗
実
録
二
二
〇
九
・
皇
宗
一
八
年
十
一
月
癸
卯
の
条
参
照
。

⑭
　
成
宗
実
録
三
二
一
三
・
成
宗
　
九
年
二
月
癸
丑
の
条
参
照
。

⑮
　
成
宗
実
録
二
一
三
・
成
宗
一
九
年
二
月
丙
予
。
壬
子
。
甲
寅
・
乙
卯
。

　
丙
辰
ノ
条
参
照
。

⑯
成
宗
実
録
巻
ニ
ニ
九
・
成
宗
二
〇
年
六
月
甲
寅
の
条
。
成
宗
が
海
上
寿

　
経
板
裳
重
興
に
対
し
て
儒
臣
の
猛
烈
な
反
対
に
疲
面
し
た
史
実
は
、
こ
の

　
前
後
に
亙
り
再
三
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

⑰
　
竹
内
理
三
氏
「
中
世
寺
院
と
外
国
貿
易
」
・
川
口
卯
橘
氏
前
掲
論
文
、

　
世
宗
実
録
巻
二
三
参
照
。

⑱
成
宗
実
録
巻
三
二
・
成
宗
四
年
八
月
巨
峯
繍
山
義
勝
書
状
、
同
巻
一
八

　
二
・
成
宗
一
六
年
八
月
戊
串
大
内
政
弘
翼
状
、
等
に
屡
々
み
ら
れ
る
。

⑲
成
宗
実
録
巻
二
　
三
・
成
宗
一
九
年
二
月
癸
丑
の
条
、
成
宗
実
録
巻
一

　
〇
三
・
成
宗
一
〇
年
四
月
癸
卯
・
乙
巳
・
固
事
の
条
に
見
え
る
。

⑳
真
福
寺
蔵
・
妙
法
遮
花
経
論
優
婆
提
舎
巻
末
朱
書
に
左
の
如
く
見
え
る
。

　
　
　
治
暦
四
年
誠
二
尋
六
晶
小
田
原
山
寺
迎
接
房
移
点
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仮
名
比
丘
経
過

⑳
井
上
光
寅
一
著
『
副
本
浄
土
教
成
立
史
の
研
究
』
三
四
三
頁
に
高
野
山

　
系
の
瀞
土
聖
と
し
て
考
繭
祭
さ
れ
て
い
る
。
教
懐
伝
は
こ
れ
以
外
春
目
下
　
流
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詑
第
二
に
も
み
ら
る
。

＠
　
先
年
奈
良
県
文
化
財
に
指
定
、
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
。
伝
虚
朧
上

　
人
像
と
い
う
。
坐
像
下
面
裏
書
に

忍
猛
悪
選
書
也
搬
耀
鍍
馨
雑
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
の
ト
も

　
　
　
予
時
文
永
七
制
六
月
十
四
日
始
新
造
之
、
勧
進
静
念

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
功
匠
箋
慶

　
　
　
　
　
　
　
　
一
和
尚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
型
大
法
師

　
の
墨
書
と
、
体
内
に
藤
原
期
の
僧
形
像
を
納
入
し
て
い
る
。
こ
の
外
鎌
倉

　
蒔
代
の
も
の
と
し
て
墾
徳
太
子
立
像
が
あ
る
。

⑳
　
交
正
元
年
潤
二
月
炎
上
の
記
録
は
こ
の
外
大
乗
院
貝
記
渇
録
に
も
記
載

　
さ
れ
て
い
る
。

⑳
　
栄
弘
が
当
寺
再
翼
に
尽
羨
し
て
い
た
慕
は
、
こ
の
永
正
八
年
の
供
養
日

　
寵
以
外
に
「
奉
上
棟
交
明
四
年
林
鐘
二
十
六
日
辰
大
施
主
栄
弘
」
の
棟
木

　
墨
霧
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。

⑳
　
和
州
郷
士
記
所
収
寛
政
十
年
十
一
月
狭
川
新
之
亜
古
市
奉
行
所
宛
由
緒

　
書
⑳
　
　
『
大
和
文
化
研
究
』
第
五
巻
九
号
所
収
、
掘
池
「
室
町
時
代
に
お
け
る

　
薬
師
長
谷
［
薦
寺
再
興
と
高
麗
船
」
に
つ
い
て
述
べ
た
。

⑳
　
こ
の
漢
薬
の
分
類
丼
に
効
能
等
に
関
し
て
は
、
武
田
薬
品
工
業
株
式
会

　
社
で
、
曾
て
正
倉
院
薬
物
の
研
究
に
従
鄭
せ
ら
れ
た
渡
辺
武
薬
学
博
士
の

　
御
教
示
に
接
し
た
。
厚
く
感
謝
の
意
を
蓑
す
る
。

⑳
　
円
成
寺
所
蔵
文
書
・
年
月
欠
の
書
状
断
簡
に
高
麗
舟
出
立
の
由
を
承
り

　
「
秘
蔵
仕
り
候
宝
物
」
を
寄
進
し
た
き
由
を
述
べ
た
一
二
が
あ
る
。

⑳
　
成
宗
実
録
巻
一
〇
・
成
宗
二
年
四
月
辛
亥
の
条
、
三
浦
の
う
ち
釜
山
浦

　
に
上
陸
し
た
倭
人
は
、

　
　
自
釜
由
浦
永
用
竹
嶺
忠
州
楊
根
、
薫
京
中
十
五
日
置

　
と
規
｛
疋
さ
れ
て
い
る
。
　
『
歴
史
地
理
』
五
六
ノ
ニ
・
中
村
栄
孝
氏
一
「
漉
入

　
上
京
道
路
に
就
て
扁
参
照
。

⑳
　
成
宗
実
録
巻
一
四
〇
・
成
宗
一
三
年
四
月
丙
辰
の
条
参
照
。

⑳
栄
弘
の
渡
鮮
に
要
し
た
月
日
ば
明
か
で
な
い
が
、
大
蔵
請
来
二
曳
船
残

　
録
の
K
に
示
し
た
如
く
、
十
五
月
分
と
し
て
三
石
三
斗
の
下
行
米
が
記
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
さ
れ
て
い
る
。
文
明
十
三
年
五
月
頃
に
は
義
政
と
の
回
賜
に
関
す
る
交
渉

　
が
み
ら
れ
る
か
ら
、
七
月
に
帰
園
と
す
れ
ば
、
文
明
一
四
年
二
月
潤
を
加

　
算
す
れ
ば
、
　
一
五
ケ
月
に
な
る
。

⑳
　
縁
出
三
大
蔵
尉
録
に
は
「
後
土
御
門
院
文
明
中
、
和
州
忍
辱
由
円
成
寺

　
僧
旧
識
将
来
土
蔵
昌
其
寺
蕊
矢
（
中
略
）
下
望
・
［
　
命
管
網
円
成
之
寺
噛
致
昌
其
所

　
蔵
宋
元
高
麗
全
本
於
東
都
輔
各
評
言
面
食
邑
若
畢
地
こ
と
み
え
、
縁
山
里

　
に
は

　
　
此
経
は
大
和
国
忍
辱
山
門
成
寺
什
本
な
り
。
慶
長
十
四
酉
年
三
月
十
四

　
　
日
、
依
台
命
南
都
一
乗
院
窟
の
諸
陵
を
以
、
蓮
花
院
・
遍
照
院
を
惣
代

　
　
僧
と
し
て
当
虫
に
納
む
（
以
下
略
）

　
と
記
さ
れ
、
増
上
寺
に
お
い
て
は
そ
の
俵
来
が
明
確
に
知
ら
れ
て
い
た
。

⑭
　
増
上
寺
・
村
上
業
繋
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。

⑳
　
菅
山
寺
旧
蔵
の
宋
版
は
本
光
国
師
臼
記
第
一
〇
・
慶
長
～
八
年
．
九
月
五

　
日
の
条
、
野
山
志
発
墨
に
委
し
い
。

⑳
　
円
成
寺
蔵
∵
略
㎜
冨
志
に
依
れ
ば
、
徳
用
時
代
中
期
頃
に
極
楽
院
・
蓮
華

　
院
・
遍
照
院
等
学
侶
寺
院
一
九
ケ
院
、
承
仕
の
院
溝
源
院
五
ケ
院
の
存
在

　
が
認
め
ら
れ
る
。

⑳
　
成
宗
実
録
巻
七
・
成
宗
元
年
八
月
己
巴
。
嗣
録
巻
一
一
・
七
宗
五
年
二

　
月
甲
申
の
条
参
照
。

⑳
　
成
宗
実
録
巻
五
〇
・
成
宗
五
年
一
二
月
甲
申
・
丙
串
の
条
。
議
政
申
叔

　
舟
が
高
野
山
西
光
院
勧
進
船
の
正
使
正
見
に
質
疑
し
た
時
に
正
球
の
返
答

　
と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
し
、
象
牙
勘
合
符
の
使
順
は
、
か
か
る
好
調
を

　
防
止
す
る
為
に
行
わ
れ
た
。
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Ritsieryo”　G“一e＄，一　in　itself　and　to　mai”k　the　latter　against　the　former．

　　The　period　of　this　systematic　transition　consists　in　the　fit6　KSim”：，

dynasty　when　the　central　system　of　o茄cials　in　R5オ∫脚ツ6律令was

completed．

　　General　opinon　is　correct　that　the　zaleleo　is　personally　lower　than．

the　Shinabe　then　the　former　studies　did　not　explai．n　clearly　why　the

Zakleo　who　was　Rッ伽勿良民in　law　was　made　a　humble　person．

　　1　want　to　emphasize　its　military　ftmction　as　one　of　causes．　Shinabe－

Zakko贔部郷戸syste狙was　orga並ed　on　the　basis　of　the　Za　le　feo雑踏

who　was　given　such　a　social　function．

　　1　will　approach　the　prob16m　by　raaking　clear　the　whole　structure

of　this　system．

　　　　　　　　　　　　　　Mediaeval　Japan－Kaoli　Relations

　　　　　　　　　and　Kaoli　Edition　of　Buddhist　Scr玉ptures

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Shump6　Horiike

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
　　The　ci耐wars　in　the　Onin　and　Bunmei応仁・文明eras　reduced

many　Buddhist　temples　and　Shinto　shrines　to　ashes，　and　they　were

to　be　reconstructed　one　after　a孕other。　Enough．subscriptions　for　the

reconstruetion，　however，　could　hard1y　be　hoped　for　at　home．　On　the．

other　hand　some　peoPle　hankered　for　Kaoli　copies　of　the　Buddhist

Scriptures．　Neither　were　profits　from　trade　remained　unnoticed．

Under　these　circumstances　trading　ships，　called‘‘Kaoli　vessels”，　came

to　ply　between　Japan　and　Kaoli．　In　Kaoli　under　the　Li　Dynasty．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
which　was　contemporaneous　with　our　Onin　and　Bum7nei　eras，　a．

national　policy　based　on　Confucianism　was　fol！owed，　and　the　Buddhist

Scriptures　were　considered　useless，　if　not　harmful，　For　this　reason，．

to　give　away　K：aoli　copies　of　them　to　the　∫apanese　visitors　Was　in

line　with　Kaolis　basic　policy，　and　in　addition　would　be　taken　fof　an．

act　of　magnanimity　worthy　of　a　great　country．

　　Atypical　case　of　importing　Scriptures　into∫apan　was　that　by　a．

‘℃011ection　ship”atrading　ship，　owned　by　the　Eπノ6ガ門成寺’Temple

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1005）



猷h・14th　y9脚f　t益・盈．emm・i・…Th呈＄i即・r七was　c6・d・・t・dlim

connetttion　with’t．he　reconstruction　ef　the　ternple　by　・Eiko”　born　of　the’

Sagawas，　an　infiuenclai　family　in　the　north－easten　part　6f　the　Ya7nato’

Provin．ce．’@Some　fragmentary　pages　from　the　“Scripturs　lnviting

Ship”　are　saved　from　destruction　and　tell　us　how　and　vihere　those

on　board　purchased　their　food，　thereby　suggesting　the　route，　they　tool〈

to　go　to　their　destination．’　The　scriptures　thus　brought　are　by　good

luck　preserved　at　the　Zo”］’6y’i　Temple　in　Tokyo．　This　raay　be　a　i”are

occurrence　Which　clarifies　a　history’“of　Scriptures　imported　in　the

Bummei　era．

　　　　　　　　　　　　　Some．Notes　on　the　Fu－P‘疹㎎肩兵

　　　　　　　　　　　　　System　of　the　T‘α㎎唐＝Dynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hideo　Kikuchi

　　This・article　is　a　part◎f　the　孤onograph‘The　M：ilitary　System　of

T‘adzg唐centering　the．1〈ai－Yuah開元and　Tien・Pa・天宝periods，

the　main’垂≠窒煤@of　the　first　chapter．　1，　here，　treat　the　re1atlon　between

common　tax－payers　as　a　basis　of　rnllitary　service，　or　Pai－hsing　erfkg！

regi・¢red　in　the　Ch・u－hsien州県censusr　a・d　Fu－P‘ing府兵（T」V・i－

che．．衛士）entered　in　the　C．　han－fu軍戸register，　and　tben　the　i’elation

between（1）tegisters　in　CJzozi－hsien州県and（）麓π一fu軍府，（2）the

procedure　of　Cha’ツfu　軍府　reg量ster，　（3）　the　conscription　procedure．，

（4）　the　jurisdiction　of．　Chou－hsien　Silt　lec　and　Chab’n－fz‘・ee　filT一，　and　（5）　the・

conscript圭on　term　Qf　Fu－1）‘in9　｝待兵　　i臓　the　so－called　Chrk’一fu－chou　軍

沖州．

　　Owing．to　many　students，　accompli曲lnents，　I　try　to　study　sohle

points　as　a　baslc　work　to　use　resources　of　milita．　ry　system　from

Tun－lbeang敦燈and　Ttirfan　which　were　recently　illtroduced，　andもhe

investigation　of　some　special’　aspects　of　T‘ang　systerri　at　work　may

be　a　basis　of　studying　the　’developing　history　of　official　systern．i’ri

China．
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